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務
も
多
数
あ
り
ま
す
。　

　

合
併
理
由
の
一
つ
に
、
子
ど
も
や
孫

た
ち
、
後
の
世
代
に
大
き
な
負
担
を
残

さ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
合
併
効
果

は
、『
真
庭
市
と
し
て
の
状
況
を
緻
密
に

分
析
し
、
振
興
策
を
行
う
と
同
時
に
改

革
を
進
め
る
』
こ
と
で
、
初
め
て
現
れ

て
き
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
新
た
な
視
点
を
加
え

た
真
庭
市
行
政
改
革
大
綱
を
定
め
、
改

革
を
推
し
進
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
合
併
関

連
の
大
型
事
業
や
、
公
営
企
業
的
施
設

な
ど
へ
の
財
政
支
援
、
ま
た
少
子
高
齢

化
対
策
な
ど
へ
の
支
出
が
膨
ら
み
、
今

後
、
基
金
の
取
り
崩
し
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
化
、
環
境
保
全
、
少
子

高
齢
化
対
策
と
い
っ
た
分
野
で
は
、
き

め
細
か
な
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方

分
権
と
し
て
国
や
県
か
ら
移
さ
れ
る
事

民
の
皆
さ
ん
も
良
く
ご
存
知
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、　

市
誕
生
後
、
�
年

目
を
迎
え
た
現
時
点
。
旧
町
村
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
た
事
務
事
業
を
、
少

し
ず
つ
「
市
の
事
務
事
業
」
と
し
て
ま

と
め
る
こ
と
で
、
財
政
上
で
は
、
あ
る

程
度
、
改
善
さ
れ
た
数
字
が
見
え
始
め

ま
し
た
。

■
合
併
効
果
を
活
か
す
た
め
に

　

真
庭
市
は
、
広
い
市
域
の
中
に
あ
る

各
地
域
の
個
性
が
魅
力
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
地
域
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
上
で
、
合
併
効
果
を
生
か
し
き
れ
ば

こ
の
個
性
は
さ
ら
に
大
き
な
魅
力
に
な

り
、
発
展
の
可
能
性
と
な
る
こ
と
は
市

�
�
�
�
�
�
�
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■写真
　行政改革大綱
　（ぎょうせいかいかくたいこう）

真庭市の行政改革の必要性、基本方針、進め方、具体的な取り
組みを示した手引き書。
この大綱を基に、市が行っているすべての事業、事務などを見
直すことになる。�年間にわたる具体的改革実材料を記した実
施計画はこの大綱を基に作成された。

　真庭市では、広い市域と多様化する行政ニー

ズに対応できる簡素で効率的な行政構造への

改革を目指しています。

　この改革を進めるため、真庭市では、今年度

に入り、市民代表の皆さんで構成された行政改

革審議会から意見や提言をいただきながら、

この改革の基となる「行政改革大綱」の策定を

進めてきました。��月に策定を終えた「真庭市

行政改革大綱」と、その実施計画について概要

をお知らせします。

 評価による改善の仕組みを整え

と改革を進めます 

����������������������
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市
で
は
、合
併
�
年
目
を
迎
え
た
今
年
�
月
、

行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
行

政
改
革
審
議
監
室
を
市
役
所
内
に
新
設
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
改
革
を
進
め
る
上
で
必
要
に

な
る
、
市
の
す
べ
て
の
業
務
の
洗
い
出
し
や
調

査
研
究
を
行
い
、
改
善
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
行
政
改
革
は
、
す
べ
て
の
こ
と
に

わ
た
る
た
め
、
市
役
所
内
部
に
各
部
の
統
括
課

長
な
ど
の
職
員
が
参
画
す
る
「
真
庭
市
行
政
改

革
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
「
行
政
改
革
大
綱
」

の
策
定
と
改
革
推
進
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

�
月
に
は
、市
民
の
視
点
で
行
政
改
革
の
重
要

事
項
や
推
進
状
況
な
ど
を
審
議
し
て
い
た
だ
く

た
め
、市
民
代
表
の
有
識
者　

名
で
構
成
す
る

��

「
真
庭
市
行
政
改
革
審
議
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
�
月
の
審
議
会
の
行
政
改
革
に
対

す
る
意
見
書
提
出
な
ど
を
経
て
、
行
政
改
革
大

綱
を
定
め
ま
し
た
。

■�月��日　第�回行政改革推進委員会
■�月��日　第�回行政改革推進委員会
■�月��日　第�回行政改革審議会
■�月��日　第�回行政改革審議会
■�月��日　第�回行政改革推進委員会
　※大綱案を最終協議しまとめる
■�月��日　第�回行政改革審議会
　※大綱に対する意見などをまとめる
■�月��日　大綱素案を市議会総務委員会
　　　　　に提出
■�月��日　行政改革審議会が意見書を市
　　　　　長に提出
■�月��日　市議会全員協議会
　※状況報告と、大綱案への意見
■��月�日　大綱策定に対する意見を公募
　※�名の方からご意見をいただきました。
　真庭市のホームページで公表しています。

第�回真庭市行政改革審議会の様子

�月��日、市民有識者��名で構成された

真庭市行政改革審議会を初開催。その

後、月�回のペースで行政改革につい

て、夜遅くまで審議いただきました。

職員で構成する行政改革推進委員会

は、助役、審議監、市役所各部の統括

課長など��名で設置しました。

真庭市長　
井手紘一郎

　様

　 真庭市行政
改革審議会

　

会長　薬師
寺　眞人　

　

　
真庭市の行

政改革への
意見書

（真庭市行
政改革大綱

策定にあた
って）

（�）大綱
の策定推進

にあたって
は以下の点

に留意され

たい。

　①行政改
革は、市民

に情報を公
開し、課題

を共有し

て進め、成
果について

も公表して
、市民と行

政が

一体となっ
て取り組む

よう努めら
れたい。

　②民間の
持つ経営感

覚や手法を
取り入れ、

総合的な

経費の縮減
と適切な執

行に努めら
れたい。中

でも、

人件費節減
を最重要課

題として取
り組まれた

い。

　③施設、
事務事業な

どの管理・
運営・実施

で民営化

の方向をも
っと検討さ

れたい。

　④行政改
革の推進に

あたっては
、目的及び

目標を明

確にして数
値目標を設

定し、評価
及び検証の

視点

から進行管
理を行い、

実効性のあ
る取り組み

にさ

れたい。ま
た、事務事

業の実施途
中の評価点

検に

ついても検
討されたい

。

　⑤行政改
革の取り組

み事項に聖
域を設ける

ことなく

取り組まれ
たい。

　⑥行政改
革による「

行政（サー
ビス）の質

の低下」

は必ず回避
されたい。

　

（�）給与
水準の適正

化について
は、職員数

の削減とと

もに、人件
費節減の大

きな柱であ
る。当審議

会に

おいても色
々な意見が

あったので
、今後の方

向性

として、以
下の点を検

討されたい
。

　①適正化
の議論の出

発点として
、真庭地域

の民間給

与状況を把
握し、比較

公表するこ
とについて

。

　②他の地
方自治体（

財政力のあ
る自治体）

と同水準

であること
の必要性の

有無につい
て。

　

（�）現在
の組織機構

の問題点と
して、本庁

機能の分散

があると思
われる。市

民から見る
と分かりに

くい

状態で、人
員配置や事

務の効率も
悪いと考え

られ

るので、新
庁舎の建設

をできるだ
け早め、本

庁支

局の業務、
組織機構の

再編を事前
に検討し、

将来

の職員���
人体制のビ

ジョンを作
成されたい

。

（�）審議
会での各意

見と審議済
み「真庭市

行政改革大

綱素案」（
別紙添付）

　
真庭市行政

改革審議会
委員名簿（

※省略）

 職員の意識改革こそが真庭市の行政改革
真庭市行政改革審議会

会長　薬師寺 眞人 さん

�
�
�
�
��
�

　　　革といえば定数管理や経費削

　　　減は当然のことです。市政に

「経営」の視点を取り入れるとなると

市長だけで行うことはできません。

まして、真庭市は誕生したばかり。

旧町村地域にこだわりがなく一体感

ができるまでには、ある程度時間が

かかるでしょう。だからこそ、真庭

市が旧町村意識の垣根を取り払い、

改革を進める方向を明確にするこ

と、市職員が率先して意識を改革す

ることが重要です。行政が“市民の

為”を考えれば、効率が悪いように

思えることでも進めなくてはならな

いものもあるでしょう。そうである

ならば、さらに無駄を省かなくては

なりません。民間企業が、必ず必要

な事業を残すために他分野で実績を

あげ全体の利益を図るという考えと

同じと言っていいと思います。

�
インタビュー
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行
政
改
革
大
綱
よ
り

��
�
�
�
�
�　

方
針
�  
▼  
行
財
政
運
営
の
効
率
化
・
高
度
化

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
は
、施
策
や
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
こ
と
、広
げ
て
い
く
こ
と
に
重
点
が

置
か
れ
、そ
の
効
果
や
効
率
を
十
分
に
見
直
さ

な
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。評
価
し
改
善
す
る

と
い
っ
た
視
点
を
取
り
入
れ
た
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
、市
の
行
財
政
運
営
を「
管
理
中

心
の
考
え
方
」か
ら「
経
営
中
心
の
考
え
方
」へ

と
転
換
す
る
こ
と
で
、単
な
る
経
費
削
減
で
は

な
い
成
果
重
視
の
効
率
的
な
運
営
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、高
度
情
報
通
信
網（
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ

ト
）を
活
用
し
た
電
子
自
治
体
を
構
築
す
る
こ

と
で
、広
い
真
庭
市
で
の
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
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�
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向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

方
針
�  
▼  
民
間
活
力
の
導
入

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
の
社
会
情
勢

の
変
化
か
ら
、
高
齢
者
支
援
や
子
育
て
支
援
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
行
政
需
要
が
生

ま
れ
、
多
様
化
･
個
別
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

方
針
�
で
、行
政
の
効
率
化
を
推
進
し
ま
す
が
、

こ
う
し
た
行
政
需
要
に
対
し
て
、
行
政
が
す
べ

て
を
担
う
こ
と
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
限

界
が
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
社
会
全
体
を
見
渡
す
と
公
共
的
な

サ
ー
ビ
ス
に
自
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
企
業
･

Ｎ
Ｐ
Ｏ
･
市
民
団
体
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
民
間
活
力
」
の
導
入
を
検
討
･

推
進
し
て
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と

行
政
の
簡
素
化
の
両
立
を
し
て
い
き
ま
す
。

方
針
�  
▼  
職
員
の
意
識
改
革

　

地
方
分
権
の
推
進
で
、
地
方
自
治
体
に
権
限

が
委
ね
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
自
己

責
任
･
自
己
決
定
を
基
本
と
し
た
考
え
で
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
営
型
の
行
政
運
営
に
転
換
し
て
い
く
た
め

に
、
職
員
の
意
識
を
刷
新
し
て
い
き
ま
す
。

��
�
�
�
�
�　
　

１
・ 

行
政
の
総
点
検

聖
域
を
設
け
ず
事
務
事
業
、
組
織
･
機
構
、
公

共
施
設
な
ど
行
政
す
べ
て
の
点
検
を
行
い
ま

す
。

２
・ 

コ
ス
ト
意
識
の
醸
成

職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
コ
ス
ト
意
識
を
も
ち
つ

つ
最
良
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
能

力
と
意
欲
を
高
め
ま
す
。

３
・ 

協
働
に
よ
る
改
革
の
推
進

行
政
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
行
政
と
市
民
と

の
役
割
分
担
を
と
も
に
考
え
を
明
確
に
し
て
、

み
ん
な
の
参
加
と
知
恵
で
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

４
・ 

改
革
の
継
続

常
に
業
務
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
に

よ
り
、
改
革
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

管
理
中
心
か
ら
経
営
中
心
の
考
え
方
に

　

転
換
し
ま
す�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
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具
体
的
な 

�
�
�
�
�
��
実
施
計
画
概
要

 ����を超える市の事務事業。検証するた
めに評価手法を試行しています。

�
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真庭市行政改革実施計画の内容  平成��年度～平成��年度

　

真
庭
市
行
政
改
革
実
施
計
画
は
、
大
綱
に
基
づ
き
、　

の
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
に
対
し
て
、
さ
ら

��

に
詳
細
な
検
討
･
取
組
内
容
を
示
し
た
も
の
で
す
。
可
能
な
限
り
目
標
年
度
と
数
値
目
標
を
設
定
し
、
毎

年
実
績
の
公
表
と
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

効
率
的
、
機
能
的
な
組
織
と
適
正
な
定
員
管
理
に
よ
る

職
員
数
の
削
減
と
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
す
。

　

①
行
政
組
織
機
構
の
見
直
し　
　

　

②
事
務
権
限
の
受
け
入
れ

　

※
県
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
市
民
に
と

っ
て
身
近
で
利
便
性
が
向
上
す
る
事
務
は
市
で
行

い
ま
す
。

　

③
定
員
管
理
の
適
正
化

　

※
合
併
時
の
普
通
会
計
の
職
員
数
を
平
成　

年
度
ま

��

で
に　

％
削
減
し
、
平
成　

年
度
に
�
�
�
人
程

��

��

度
を
目
指
し
ま
す
。

　

③
補
助
金
金
等
の
見
直
し

　

※
行
政
関
与
の
必
要
性
及
び
適
正
な
補
助
基
準
を
検

討
し
、
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

④
公
共
施
設
評
価
の
構
築
・
活
用

　

※
�
町
村
の
合
併
に
よ
り
公
共
施
設
数
が
多
く
、
同

種
の
施
設
も
多
数
存
在
し
て
い
る
の
で
、
評
価
に

よ
る
効
率
的
で
有
効
な
運
営
を
検
討
し
ま
す
。

事
務
事
業
、
公
共
施
設
な
ど
の
実
施
・
運
営
・
整
備
に

民
間
活
力
を
導
入
し
、
行
政
の
簡
素
化
を
図
り
ま
す
。

　

①
委
託
業
務
の
点
検
・
見
直
し

　

②
社
会
福
祉
協
議
会
の
あ
り
方
の
検
討

　

※
市
と
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
、
職
員
派
遣
な
ど

を
再
検
討
し
ま
す
。

　

③
小
規
模
な
道
路
維
持
補
修
業
務
な
ど
の
民
間
委
託

へ
の
検
討

　

④
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

　

※
民
間
活
力
導
入
の
た
め
、
積
極
的
に
制
度
を
活
用

し
ま
す
。

　

⑤
民
営
化
・
民
間
委
託
の
推
進

　

※
行
政
が
行
う
べ
き
も
の
か
ど
う
か
を
含
め
今
後
の

経
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

〔
国
民
宿
舎
・
津
黒
高
原
荘
・
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
・

温
泉
事
業
〕

事
務
事
業
評
価
で
全
事
務
事
業
を
分
析
・
評
価
し
見
直

し
を
図
り
ま
す
。

　

①
事
務
事
業
評
価
の
構
築
・
活
用

　

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
で
評
価
改
善

を
行
い
ま
す
。
現
在
、
導
入
に
向
け
て
試
行
中
で

す
。

　

②
決
裁
権
限
の
見
直
し

　

※
職
員
の
責
任
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、
事
務
処
理

の
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

大区分

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

大区分

�
�
�
�
�
�
�
�

�

大区分

PDCAマネジメントサイクル

事務事業の実施でPlan（計画） ―Do（実施） ―Check（評
価） ―Action（改革）を一つのサイクル（循環）として進
めます。 毎年度目標を定め事業を実施し、結果につい
て有効性・効率性などを総合的な観点から評価し、見
直し改善を図る事務、事業管理の手法です。

※数字は病院、上下水道などの
　公営企業会計職員を含まず
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財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
経
費
の
節
減
と
財

源
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
公
会
計
の
財
務
書
類
を
整
備

し
、
公
表
し
ま
す
。

　

①
予
算
編
成
方
針
な
ど
の
検
討

　

※
シ
ー
リ
ン
グ
予
算
方
式
や
枠
配
分
方
式
を
検
討
、

実
施
し
ま
す
。

　

②
財
政
事
情
な
ど
の
公
開

　

③
起
債
の
適
正
管
理

　

④
基
金
の
適
正
管
理

　

⑤
税
の
収
納
率
の
向
上

　

※
口
座
振
替
を
推
進
し
、
滞
納
対
策
の
強
化
を
し
ま

す
。

　

⑥
各
種
使
用
料
な
ど
の
収
納
率
の
向
上

　

※
口
座
振
替
を
推
進
し
、
滞
納
対
策
の
強
化
を
し
ま

す
。
住
宅
使
用
料
、
保
育
料
な
ど
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

大区分
給
与
水
準
と
諸
手
当
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　

※
合
併
時
に
諸
手
当
は
総
点
検
済
み
で
す
。

　

①
給
与
等
の
適
正
化

　

※
現
在
の
真
庭
市
職
員
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、　

・
�

��

　

②
給
与
情
報
の
公
開

　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

③
福
利
厚
生
事
業
の
公
開

経
営
状
況
の
情
報
公
開
を
推
進
し
、
統
廃
合
や
民
営
化

を
含
め
た
経
営
の
点
検
、
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

①
第
�
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

　

②
第
�
セ
ク
タ
ー
の
情
報
公
開

　

※
財
政
状
況
、
給
与
情
報
の
公
開
を
促
し
ま
す
。

　

⑦
集
合
税
・
前
納
報
奨
金
の
検
討

　

※
徴
収
事
務
を
効
率
化
し
ま
す
。

　

⑧
未
利
用
財
産
の
活
用
お
よ
び
処
分

　

※
遊
休
地
や
市
有
林
な
ど
の
活
用
や
処
分
を
検
討
し

ま
す
。

　
一
般
行
政
に
準
じ
た
改
革
と
経
営
計
画
の
策
定
に
よ

り
、
経
営
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。
企
業
自
体
の
再
編

整
理
、
民
営
化
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

　

①
湯
原
温
泉
病
院
・
上
水
道
・
簡
易
水
道
・
公
共
下
水
・

農
業
集
落
排
水
・
浄
化
槽

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

大区分

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

大区分

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

大区分

■第�セクターとは

　　国や地方自治体（第�セクター）と民間企
業（第�セクター）が共同出資によって設立
された事業体。真庭市内には��の事業体が
あります

真庭市の第3セクター
おちあい振興公社

公園とスポーツ施設の管理

真庭市畜産公社

乳用牛の預託育成と肉用牛の繁殖

醍醐の里

地域産物の消費拡大と情報発信、消費者と
生産者の交流などで産業の振興を図る

久世エスパス振興財団

文化ホールの管理運営、ＣＡＴＶ（ＫＨＫ）事業
管理

湯原ファームバーデン

農産物の開発・加工調査、調査研究、特産
物の展示販売

アストピア蒜山

温泉施設・ホテル管理運営・スポーツ公園
などの管理

蒜山農業公社

農地保有合理化と生産体系確立

ひるぜんワイン

ワインの製造販売

グリーンピア蒜山

特産品開発、販売、スキー場経営、ハーブ
ガーデン経営

蒜山下水道公社

下水道終末処理業務

指標でみる真庭市の財政状況 （普通会計）

※平成��年度は、�町村の決算額を合計して算出した数字です。

家計に例えると
平成��年度
（合併後）

平成��年度
（合併前）

指標名称

「�」に数字が近いほど良い����� �����財政力指数

数字が低いほどゆとりある
家計

���� ���� 経常収支比率

家計全体に占めるローン返
済額の比率

���� ���� 公債費比率

借金残高���億�,���万円���億�,���万円 地方債残高

家族�人あたりの借金額約��万円約��万円市民�人当たり

貯金残高��億�,���万円 ��億�,���万円 財政調整基金残高

借金返済のためだけに特
別に用意した貯金

�億�,���万円 �億�,���万円 減債基金残高

  平成��年度～平成��年度
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真庭市行政改革実施計画の内容

自
治
体
業
務
の
標
準
化
と
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
、
利
便
性
の
向
上
と
業
務
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

①
真
庭
市
電
子
自
治
体
の
推
進

　

※
電
子
自
治
体
推
進
計
画
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

②
透
明
・
公
正
な
入
札
制
度
の
実
施

　

※
入
札
結
果
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
ま
す
。

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
職
員
の
育
成
と
有
効
活
用
を

図
る
。

　

①
戦
略
的
な
人
材
育
成
の
構
築

　
　

※
人
材
育
成
計
画
を
策
定
し
、
実
施
し
ま
す
。

　

②
人
事
考
課
制
度
の
導
入

市
民
の
参
画
や
協
働
の
た
め
の
体
制
や
仕
組
み
の
整
備

と
意
識
の
醸
成
を
図
る

　

①
住
民
主
体
・
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

地
方
分
権
や
市
民
の
参
画
を
進
め
る
た
め
に
は
行
政
が
公

正
・
透
明
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
市
民
へ

の
情
報
公
開
と
意
見
を
反
映
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
。

　

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

　

②
合
併
時
の
調
整
項
目
の
検
討

　

※
調
整
未
了
の
項
目
に
つ
い
て
調
整
を
進
め
ま
す
。

　

③
広
報
の
充
実

　

④
積
極
的
な
情
報
公
開

�
�
�
�
�
�
�
�

�

大区分

�
�
�
�
�
��
�
	

�

大区分

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��

大区分

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

��

大区分

行政改革に関するお問い合わせは

市役所行政改革審議監室へ
�℡ ������������		�FAX �����������	

�行政改革審議監室　
　電子メール
　ｓｈｉｎｇｉ @ ｃｉｔｙ ． ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ
※真庭市行政改革大綱および実施計画の内
容は、市役所行政改革審議監室、各支局総
務振興課、真庭市ホームページでも閲覧す
ることができます。

情報化・人材確保・情報
公開は、行政改革と協働
を進める上で欠かせな
い要素であり手段です。

行政改革に対する
ご意見をお待ちしています

　　　りかごから墓場までといわれるよ

　　　うに、行政はこれまで多くの業務

を抱え、同時に多額の借金を残してきま

した。行政改革は、地方分権時代に対応

した財政の立て直しであり重要な課題で

す。真庭市の今後の行政がどのような役

割を果たすべきかを明らかにし、これま

での業務や仕組みを大胆に見直していく

ことが、改革の基本と考えています。こ

のたび、市民の方、15名で組織されまし

た行政改革審議会などからご意見をいた

だき、「行政改革大綱」と具体的に進め

ていくための「実施計画」を策定しまし

た。合併前から取り組んでいる他の先進

自治体に比べスタートが遅れましたが、

“まったなし”の改革を進める必要があり

ます。　職員の大幅な削減、無駄なモノは

作らない、費用対効果のない事業は思い

切って見直していくことや民営化の推進

も大切ですが、何より重要なのが職員の

意識改革です。前例踏襲主義からの脱却、

発想の転換、最小の経費で最大の効果を

生み出す中で市民皆さんとの協働を進め

ること、そして市民の目線に立った改革

が必要です。今後も市民皆さんからの行政

改革に対するご意見をお待ちしています。

真庭市
行政改革審議監

三浦　明 

ゆ
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お問い合わせは各担当部局へ

　

「
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
」と
い
う
方
針

の
も
と
、
地
方
分
権
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
『
三
位
一
体
改
革
』
の
一
環
と
し
て
、

国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住
民
税
）
へ

の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。
所
得
税
と

住
民
税
の
税
率
を
変
え
る
こ
と
で
、
国
の

税
収
が
減
り
、
地
方
の
税
収
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
所
得
割
の
税
率
（
所
得
に
応
じ

た
税
負
担
）
が　

％
（
市
民
税
�
％
、
県

��

民
税
�
％
）
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
税
が
増
え
て
も
、
所
得
税
が
減
る

た
め
、
基
本
的
に
納
税
者
の
負
担
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

住
民
税
所
得
割
が
�
段
階
の
税
率
か

ら
、
一
律　

％
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
国

��

税
（
所
得
税
）
の
税
率
も
、
従
来
の
�
段

階
の
税
率
が
�
段
階
に
細
分
化
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ

せ
た
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
変
更
さ

れ
て
い
る
た
め
、「
住
民
税
＋
所
得
税
」
の

納
税
者
の
負
担
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

税
源
移
譲
に
伴
う
も
の
以
外
で
、
今
後
改
正

に
な
る
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
定
率
減
税
の
廃
止

　

定
率
で
の
税
額
控
除
（
所
得
割
の
み
対
象
）

が
、
次
の
よ
う
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

平
成　

年
�
月
�
日
時
点
で
、　

歳
以
上
の

��

��

方（
昭
和　

年
�
月
�
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

��

で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
�
�
�
万
円
以

下
の
方
は
、
平
成　

年
度
ま
で
は
住
民
税
が
非

��

課
税
で
し
た
が
、
平
成　

年
度
分
か
ら
措
置
が

��

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め

経
過
措
置
が
と
ら
れ
、
税
額
は
、
①
平
成　

年
��

度
分
は
�
分
の
�
に
減
額
さ
れ
て
お
り
、
②
平

成　

年
度
分
は
�
分
の
�
に
減
額
さ
れ
、
③
平

��
成　

年
度
分
以
降
は
全
額
課
税
と
な
り
ま
す
。

��

����������������
������ 市民生活部税務課（久世庁舎内）　

℡ ������������

平成��年度分から税源移譲によって

住民税

【平成��年度分】
所得割額の�.�％相当額
（上限�万円）

改正前

【平成��年度分～】
廃止

改正後

所得税

【平成��年分】
差引所得税額の��％相当額
（上限��.�万円）

改正前

【平成��年分～】
廃止

改正後

※夫婦＋子供�人の場合、子供のうち�人が特定扶養親族に該当するものとしています。

※一定の社会保険料が控除されるものとしています。

※上記の表は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか平成��年分所得税、平成��年度分住民税から定率減

税が廃止される等の影響があることにご留意ください。

※この改正は、所得税については平成��年�月分から、住民税は平成��年�月分から適用になります。ほとんどの方

は、�月分から所得税が減り、その分�月から住民税が増えることになります。

税源移譲による負担変動（年額）

税源移譲前（単位：円）
給与収入

合　計住民税所得税

�����������������������万円

������������������������万円

������������������������万円

税源移譲後（単位：円）

合　計住民税所得税

��������������������

���������������������

���������������������

負　担
増減額

�円

�円

�円� �

●独身者の場合

税源移譲前（単位：円）
給与収入

合　計住民税所得税

��������������万円

�����������������������万円

������������������������万円

税源移譲後（単位：円）

合　計住民税所得税

�����������

��������������������

���������������������

負　担
増減額

�円

�円

�円� �

●夫婦＋子供�人の場合

ど
う 
変
わ
る
の
？

税
負
担
は

増
え
る 
？
減
る
？



�� MANIWA

　

市
町
村
の
国
民
保
護
計
画
は
平
成　

年
度
末
ま
で
に
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
真
庭

��

市
で
も
現
在
策
定
中
で
す
。 

真
庭
市
国
民
保
護
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

提
出
方
法
・
提
出
先　

　

住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
載
し
、
直
接
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
く
だ
さ
い
。

　

（
電
話
で
の
意
見
は
お
受
け
し
ま
せ
ん
の

　

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

�
直
接
持
参　

総
務
部
総
務
課
危
機
管
理
室

　

（
勝
山
庁
舎
�
階
）

�
郵
送　
 
〒
�
�
�
―
�
�
�
�　

真
庭

　

市
勝
山　

ー
�　

総
務
部
総
務
課
危
機
管

��

　

理
室
宛

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

　

表
下
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
　

月
�
日
�
〜　

月　

日
�　

��

��

��

閲
覧
方
法
・
期
間

　

真
庭
市
国
民
保
護
計
画
（
素
案
）
は
、
市

役
所
、
総
務
部
総
務
課
危
機
管
理
室
、
各

支
局
、
総
務
振
興
課
ま
た
は
市
役
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

閲
覧
期
間
は　

月
�
日
�
〜　

日
�

��

��

意
見
の
取
扱
い　

・
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容
ご
と

に
整
理
、
分
類
し
た
う
え
で
こ
れ
に
対
す

る
真
庭
市
の
考
え
方
と
と
も
に
後
日
公
表

し
ま
す
。

・
個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
直
接
、
個
別
の

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
実
施
結
果
の
公
表
の
際
に
は
、
ご
意
見
の
内

容
以
外（
住
所
、氏
名
等
）公
表
し
ま
せ
ん
。

総
務
部
総
務
課
危
機
管
理
室（
勝
山
庁
舎
内
）　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

国民保護計画とは？

　国民保護法などに基づいて作

成されるもので、万一の大規模

なテロ（緊急事態）や有事（武

力攻撃事態）が発生した場合に、

「国民の生命、身体、財産」を

保護し、国民生活や国民経済に

及ぼす影響が最小となるよう市

や関係機関などの役割を定める

ものです。

国民の保護に関する措置の仕組み

提出・問い合わせ先

総務部総務課危機管理室　℡ ������������　Ｆ ＡＸ ������������　Ｅメールアドレス　ｓｏｈｍｕ@ｃｉｔｙ. ｍａｎｉｗａ.ｌｇ.ｊｐ
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真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
�
月
か
ら
民
間
委
託
す
る
一
般
家

��

庭
ご
み
の
収
集
運
搬
受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
託
希
望

の
事
業
者
は
、
締
切
日
ま
で
に
申
請
書
類
を
市
民
生
活
部
環
境

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

民
間
委
託
す
る
区
域

○
コ
ス
モ
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
内
（
落
合

地
区
・
北
房
地
区
）
の
区
域

応
募
要
件
・
提
出
書
類

○
民
間
委
託
す
る
区
域
に
本
社
を
有
す
る
法
人

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
、

真
庭
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
ほ
か
各
種
法
令
・
規
則
な
ど
で
定
め

る
書
類
及
び
市
長
が
指
示
す
る
書
類

受
付
締
切　
　

月　

日
�

��

��

説
明
会
を
開
催

○
委
託
事
業
の
説
明
会
を　

月
�
日
�
、
午
後

��

�
時　

分
か
ら
久
世
公
民
館
�
階
大
会
議
室

��

で
開
催
し
ま
す
。
応
募
希
望
の
事
業
者
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

受
託
事
業
者
の
決
定
に
つ
い
て

○
提
出
書
類
に
基
づ
き
資
格
審
査
を
し
た
上
で

指
名
審
査
会
に 
諮 
り
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

は
か

○
指
名
競
争
入
札
で
受
託
事
業
者
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
お
よ
び
応
募
要
件
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
環
境
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
環
境
課（
久
世
庁
舎
内
）　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

一般家庭ごみ収集作業の様子

企画観光部生涯学習課
（勝山文化センター内）  
℡ ������������

���月�日～��日は

�一人ひとりが、人間らしく生きていく権利を持っています。

�一人ひとりが、幸福をめざす権利を持っています。

���世紀は「人権の世紀」といわれています。「自分の人権が守られているか」、「他人の人権が侵害されて
いないか」など、一人ひとりが身近なことから「人権」について考え、生活や活動の中でお互いを尊重し
合い、すべての人々がかけがえのない存在として尊重される社会を築きましょう。

●人権侵害の原因となる「身元調査」などを拒否しましょう。
　婚姻は両性の合意のみに基づいて行われ、就職は本人の能力・適性によって採否が決定されるべきものです。さま

ざまな差別につながる身元調査や聞き合わせを行わないとともに、これに応じないようにしましょう。

●同和問題の解決を阻害する「えせ同和行為」を排除しましょう。
　同和問題を口実に、不当な利益や義務のないことを要求する「えせ同和行為」に対しては、最初にき然とした態度

で臨み、相手に付け入るすきを与えないことが肝要です。「買わないと差別だ」などという高額図書の不当な購入・

強要などに対しては、きっぱりと断りましょう。

●インターネット上の差別書き込みなどを根絶しましょう。
　インターネット上の電子掲示板への人権を侵害する内容の書き込みや差別文書などは、新たな差別意識や偏見を生

み、決して許されるものではありません。一人ひとりが情報モラルを守り、インターネットを正しく利用し、差別

書き込みなどの根絶に向けて取り組みましょう。

����
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ラス ト ワン マ イ ル事業

加入説明会日程
企画観光部情報推進課（勝山庁舎内）

  ℡ ������������

開催場所対象地区日

ふるさとセンター北
�
�

横山公会堂横山

蓬原公会堂蓬原

ふるさとセンター新町
�
�

藤田公会堂藤田

多和福祉センター清常

ふるさとセンター栄・新田
�
�

平田公会堂平田

定公会堂定

ふるさとセンター植木
�
�

呰部第�老人憩いの家高鶴部・三谷

中津井第�憩いの家上町

下町公会堂下町
�
�

土井公会堂土井

才田公会堂才田

中津井第�憩いの家横内・樽見
�
�

蟹川公会堂蟹川

下村公会堂下村

中津井憩いの家中津井団地���

北房文化センター研修室北房全域���

市役所北房支局
�階大会議室

北房事業所関係者
旅館等経営者
集合住宅管理者向け説明会
※��：��～��：��

���

　��月は、北房地区を対象に説明会を開催します。テ

レビ、電話、インターネットといった現在の生活に大

きく関わる事業です。下記の日程の説明会に、お越し

いただきますようお願いします。

開催時間は特別に記しているもの以外は��：��～です。

小松地区説明会の様子（小松公会堂  １１／７）

���������	
����������	�

防火標語コンクール、消防写生大会表彰

真庭消防本部　℡ ������������

　��月��日、平成��年度秋季火災予防運動の一環

として、真庭圏域防火委員会と真庭消防本部が募

集した「防火標語」、「消防図画」の表彰式が真庭

消防本部で行われました。

防火標語（��月��日審査）

　応募総数���編のうち最優秀賞�点のほか、入選

��編が選ばれました。

最優秀賞　水沢敬子さん（久世）　保育士

　　　　　上記標語

消防図画（��月�日審査）

　応募総数���点（幼年の部���点、小学校低学年

の部���点、小学校高学年の部��点）の中から、県

知事賞�点、消防協会会長賞�点、防火委員会会

長賞�点、消防長賞�点、入選��点、佳作��点の

計��点が選ばれました。

※県知事賞と消防協会会長表彰は県からの表彰。

　岡山県知事賞　

　　植田千遥さん（呰部小学校�年）

　　岡本梨沙さん（余野小学校�年）

　　池田真優さん（月田保育園�歳）

　岡山県消防協会会長賞

　　坂本憲昭さん（呰部小学校�年）

　　黒田充希さん（阿口小学校�年）

　　浦島響貴さん（勝山保育園�歳）

※各作品は��月��日から��日まで久世アルティで展示します 。

池田真優さん（月田保育園）の作品
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ベア バレースキー場
米子道蒜山ＩＣから�分！  ナイター付き
のゲレンデ。チビッコ広場有り。

℡������������
（株）グリーンピア蒜山（第�セクター）

上蒜山スキー場
子どもや初心者向きのファミリーゲレン
デ。 リフトからの眺めは最高 ！

℡������������
休暇村蒜山高原

津黒高原スキー場
スノーボーダーにも大人気！  待たずに
乗れるファミリーゲレンデ。

℡������������
真庭市営　津黒高原荘

平日日帰り �日プラン　年末年始（��／��～�／�）を除く

●リフト�日券

一般　�������������

小学生以下　�������������

毎週月・水曜日（�／�、�／�、

�／�、�／��を除く）

●�日券　�������������

●ナイター券

�������������

レンタル　�����

（他の割引との併用不可）

毎月第�・第�火曜日（�／�、

�／��、�／��、�／��を除く）

●�日券　�������������

レンタル　�����

（他の割引との併用不可）

�／�、�／��、�／��

●�日券　�����円→無料

●リフト�日券

一般　�������������

小学生以下　�������������

昼食およびコーヒーまたはジュ

ース、蒜山ラドン温泉入浴付

毎週木・金曜日（��／��、��／��、

 ��／��、�／�、�／�を除く）

●�日券　�������������

蒜山ラドン温泉入浴付、

レンタル　半額

毎週火・水曜日（�／�、�／�を除く）

●�日券　�������������

蒜山ラドン温泉入浴付、

レンタル　半額

�／��、�／��、�／��、�／��

●�日券　�����円→無料

●リフト�日券

一般　�������������

小学生以下　�������������

毎週火・水曜日（�／�、�／�を除く）

●�日券　�������������

毎週木・金曜日（��／��、�／�、

�／�を除く）

●�日券　�������������

�／��、�／�、�／�

●�日券　�����円→無料

レディースデー（女性利用者割引プラン）

シニアデー（��歳以上割引プラン）

キッズデー（各スキー場 リフト�日券無料）　対象：小学生以下

�������／��～���	�
／�

　この冬は、蒜山地域の�つのスキー場と蒜山・湯原の温泉施設がウィンターキャンペーンで皆さんをお迎

えします。キャンペーン期間中はリフト一日券などがお得な料金で利用でき、さらに楽しい企画が満載。スキ

ー場開きは�スキー場とも12月16日（土）です。お友達、ご家族お誘い合わせのうえお越しください。

蒜蒜蒜蒜蒜蒜山山山山山山・・・・・・湯湯湯湯湯湯原原原原原原蒜山・湯原 ウ ィ ン タ ーキャ ン ペ ー ン

注：年齢確認のため、免許証などの身分証明書をご提示いただく場合があります



お問い合わせは各担当部局へ

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�交

付
対
象
と
な
る
方

　

妊
娠
中
の
方
お
よ
び
小
学
校
�
年
生

ま
で
の
児
童
を
持
つ
世
帯

注
意
事
項

○
も
も
っ
こ
カ
ー
ド
の
交
付
は
�
世
帯

に
つ
き
�
枚
で
す
。

○
カ
ー
ド
の
裏
面
に
世
帯
員
の
氏
名
を

必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
利
用
の
際
は
必
ず
カ
ー
ド
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
子
さ
ん
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
な

健
康
福
祉
部
子
育
て
健
康
推
進
課（
落
合
庁
舎
内
）　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

ど
対
象
世
帯
で
は
な
く
な
っ
た
時
点

で
、
カ
ー
ド
を
受
け
た
市
役
所
・
各

支
局
の
窓
口
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

○
協
賛
店
舗
等
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ

い
て
は
、各
店
舗
ご
と
に
様
々
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
際
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
協
賛
店
舗
は
銀
行
、
ス
ー
パ
ー
、
小
・

卸
売
業
、
文
化
・
観
光
施
設
、
飲
食

店
な
ど
で
す
。（
協
賛
店
舗
名
な
ど
は

岡
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

中
。
ま
た
、
カ
ー
ド
交
付
時
に
協
賛

店
舗
一
覧
表
を
お
渡
し
し
ま
す
。）

申
請
先　

市
役
所
子
育
て
健
康
推
進
課

及
び
各
支
局
市
民
福
祉
課

　

岡
山
県
で
は
、
協
賛
店
舗
で
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
だ
け
で
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
『
も
も
っ
こ
カ
ー
ド
（
お
か
や
ま
子
育
て

応
援
カ
ー
ド
）
事
業
』
を
、　

月
�
日
か
ら
実

��

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
は
、
岡
山
県
内

の
お
店
や
施
設
が
協
賛
し
て
お
り
、
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
利
用
を
希
望
し
対
象
と
な
る
方
は
、
母

子
健
康
手
帳
や
お
子
さ
ん
の
年
齢
な
ど
が
確
認

で
き
る
健
康
保
険
証
な
ど
を
持
参
の
う
え
、
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　蒜山・湯原ウインターキャンペーンでは、右

記プランの�日リフト券を持参いただくと津黒

高原温泉「津黒高原荘」、蒜山ラドン温泉「休

暇村蒜山高原」、蒜山やつか温泉「快湯館」、湯

原温泉元湯「湯原ふれあい交流センター」、下

湯原温泉「ひまわり館」、足温泉「足温泉館」、

湯原温泉「国民宿舎桃李荘」の�つの温泉施設

をキャンペーン割引料金（市民割引との併用は

できません。）でご利用いただけます。詳しく

はキャンペーンチラシ、真庭市ホームページを

ご覧ください。

■問い合わせ先　

　蒜山・湯原ウィンターキャンペーン実行委員会

　（企画観光部観光振興課内）℡������������

�津黒高原温泉「津黒高原荘」（蒜山下和）℡

����-��-�����蒜山ラドン温泉「休暇村蒜山高

原」（蒜山上福田）℡����-��-�����蒜山やつか

温泉「快湯館」（蒜山上長田）℡����-��-����

�湯原温泉元湯「湯原ふれあい交流センター」

（湯原温泉）℡����-��-�����下湯原温泉「ひま

わり館」（下湯原）℡����-��-�����足温泉「足

温泉館」（都喜足）℡����-��-�����湯原温泉

「国民宿舎桃李荘」（豊栄）℡����-��-����

リフトシーズン券を 真庭市民価格に
　直接キャンペーンとは関係ありませんが、津

黒高原スキー場・ベアバレースキー場ではリフ

トシーズン券を割引いた市民価格で販売しま

す。詳しくは各スキー場に、お問い合わせくだ

さい。上蒜山スキー場は市民価格はありません

が、シーズン券をお持ちになると「蒜山ラドン

温泉」に期間中無料で入浴できます。

冬冬冬冬冬物物物物物語語語語語
ス キー ＆ 温 泉

�� MANIWA
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市内事業所を視察する視察団の皆さん

バ イ オ マ ス�ツ ア ー真庭

　

真
庭
市
と
市
観
光
協
会
で
は
、　

月
�
日

��

か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
現
場
（
事
業
所
）
な

ど
を
巡
り
、
市
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
現

状
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
バ
イ

オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真
庭
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
年
�
月
、
生
物
資
源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）

を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
進
ん
だ
先
進
地
と

し
て
国
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
に
認
定
さ

た
真
庭
市
。
現
在
、
こ
の
流
れ
な
ど
か
ら
、

真
庭
市
役
所
や
市
内
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業

所
に
は
、
真
庭
市
と
同
様
に
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
で
環
境
と
の
共
生
を
目
指
す
全
国
の
行

政
・
企
業
・
民
間
団
体
な
ど
か
ら
視
察
申
込

み
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

「
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真
庭
」
は
、
こ
れ
ま

で
市
役
所
や
事
業
者
が
独
自
に
受
け
入
れ
て

い
た
こ
れ
ら
の
視
察
を
ツ
ア
ー
と
し
て
ま
と

め
る
こ
と
で
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
の
意

義
と
、
そ
れ
が
育
ま
れ
た
真
庭
の
地
を
よ
り

深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

併
せ
て
、
真
庭
市
と
市
観
光
協
会
で
は
、
ツ

ア
ー
が
観
光
振
興
に
発
展
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。「
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア

ー
真
庭
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
真

庭
市
役
所
企
画
観
光
部
観
光
振
興
課
（
℡
�

�
�
�（　

）�
�
�
�
）
ま
た
は
、
真
庭
市

��

観
光
協
会
（
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）

��

ま
で
。

備　考ツアー料金Ａコース（�泊�日）コース

（バス代、昼食代、説明資料
代）を含む。宿泊代は別途
料金が必要です。

�,���円
（�人当たり）

宿泊を含めた市内のバイオ
マス関連事業所と活用現
場、計��カ所程度の見学。

備　考ツアー料金Ｂコース日帰り）コース

（バス代、昼食代、説明資料
代）を含みます。

�,���円
（�人当たり）

市内のバイオマス関連事業
所と活用現場、計�カ所程
度の見学。

※「バイオマスツアー真庭」は�名からの参加受付も可能ですが、20名
以上の申込みが揃って初めて実施となります。
※バイオマスツアーに関する内容は、「バイオマスツアー真庭」のホー
ムページからご覧になることができます。
※ツアーにはガイドが同行します。

■「バイオマスツアー真庭」ホームページアドレス

　http://www.biomass-tour-maniwa.jp/
　※真庭市、真庭市観光協会のホームページからも入ることができます。

��������	
������

　
　

月　

日
、
主
要
地
方
道
（
県
道
）
新
見
―

��

��

勝
山
線
の
月
田
本
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
ま
し

た
。
開
通
し
た
の
は
、
平
成
�
年
度
か
ら
事
業

が
始
ま
っ
て
い
た
総
延
長
�
、�
�
� 
㍍ 
の
真

庭
市
岩
井
谷
か
ら
月
田
本
地
内
に
か
け
て
の
区

間
。
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
い
た
部
分
が
橋
�

基
、
ト
ン
ネ
ル
�
基
を
含
む
幅
員　

㍍ 
の
�
車

��

線
片
側
歩
道
の
道
路
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
に
行
わ
れ
た
開
通
式
に
は
、
来
賓
、
地

��
元
関
係
者
ら
約　

人
が
出
席
。
事
業
主
体
の
岡

��

山
県
、
市
関
係
者
ら
の
祝
辞
、
地
元
銭
太
鼓
グ

ル
ー
プ
と
富
原
保
育
園
児
の
開
通
を
祝
う
演
技

が
行
わ
れ
た
後
、
関
係
者
代
表
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
く
す
玉
割
で
開
通
が
始
ま
り
ま
し
た
。

テープカットとくす玉割で開通

主要地方道　新見―勝山線  ��������	


主要地方道
新見勝山線
月田本バイパス

�������月 �日ス タ ー ト

バイオマスツアーの概要
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市政に関する動きの一部を紹介します
�
�����き

�� MANIWA

給食調理場建設の安全を祈願
市内で唯一給食の無かっ

た勝山中学校と地域内小

学校に給食を提供する共

同調理場の建設に着手。��

月�日、建設の始まりにあた

り関係者ら約��名が出席。

工事の無事を祈願する安

全祈願祭が行われました。

中和小新校舎落成を祝う
新しい校舎で児童が学び

始めていた中和小学校。

残っていた旧校舎解体と

校庭の整備が終わり、��

月��日に新校舎落成記念

式典が、全校児童��人と

関係者ら約���人が出席

し行われました。

第 ��回市政懇談会を開催
 ��月��日、井手市長と市

民代表の皆さんとが直接

意見を交わす市政懇談会

の第�回を勝山文化セン

ターで開催。第�回は、

子育て支援と子どもの健

全育成をテーマに意見が

交わされました。

地域安全推進員���名を委嘱
真庭警察署管内で防犯活

動などを支援する地域安

全推進員委嘱式が��月��

日、勝山文化センターで

開催。真庭防犯連合会会

長の井手市長から、���名

の皆さんに委嘱状が手渡

されました。

湯原では「いきいきまつり」
住民みんなが元気な生活

を送ろう。これをテーマにし

た湯原いきいきまつりが、��

月�日湯原ふれあいセンタ

ーで開催。女性落語家の露

の都さんの講演や児童らの

作品展示などを地域の方

約���人が楽しみました。

　

真
庭
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
か

ら
、　

月　

日
に
「
真
庭
市
協
働
の
ま
ち

��

��

づ
く
り
に
関
す
る
指
針
（
案
）
」
と
提
言

書
が
井
手
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
針
（
案
）
を
提
出
し
た
、
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
は
、
昨
年　

月
に
委
員　

人
で

��

��

発
足
。
誕
生
し
た
ば
か
り
の
真
庭
市
で
市

民
と
行
政
が
役
割
を
分
担
し
つ
つ
、�
み
ん

な
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
�
協
働
を
研
究

し
て
き
ま
し
た
。　

日
に
提
出
さ
れ
た
指

��

針
（
案
）
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
ま

と
め
た
も
の
。
考
え
方
、
課
題
、
協
働
を

実
践
し
て
い
く
た
め
の
組
織
づ
く
り
、
ま

た
協
働
の
事
例
な
ど
を　

ペ
ー
ジ
の
冊
子

��

に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
提

出
さ
れ
た
提
言
書
で
は
、
指
針
策
定
が
絵

に
描
い
た 
餅 
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
行
政

も
ち

は
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
多
様
な
主
体

が
担
え
る
環
境
づ
く
り
を
。
市
民
は
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、
と

も
に
汗
を
流
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指

針
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ
れ

を
基
に
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

提言書を提出する山谷吉孝会長と受け取る井手市長

※主要地方道とは、県道の

中でも特に重要な道路と

して認定されている路線

のこと。

※主要地方道新見－勝山線

の全体改修概要は、区間

総延長が�,���㍍。事業費

約��億円をかけ平成�年

度から平成��年度（予定）

で進められています。今

回開通したのは、約��億

円をかけたそのうちの

�,���㍍区間です。引き続

き勝山方面に向けた改修

が進められています。



　

久
世
エ
ス
パ
ス
土
広
場

　

�問
 
　

農
業
振
興
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
勝
山
も
く
も
く
日
曜
市

　
　

月　

日
�　

午
前
�
時
〜
午
後

��

��

　

�
時　

勝
山
木
材
ふ
れ
あ
い
会
館

　

�問
 
　

勝
山
支
局
業
務
管
理
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
湯
原
温
泉
あ
さ
市　
　

月　

日
�

��

��

　

午
前
�
時
〜
�
時　

分
��

　

湯
原
温
泉
街

　

�問
 
　

湯
原
支
局
業
務
管
理
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

古
く
か
ら
備
中
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
た
鹿
田
地
区
で
、
む
か
し

鹿
田
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
つ
き
た

て
の
も
ち
や
ぜ
ん
ざ
い
で
皆
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

��

場
所　

鹿
田
公
民
館
周
辺

問
い
合
わ
せ
先　

落
合
公
民
館

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

年
末
・
年
始
は
犯
罪
や
事
故
の
多

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
警
察
で
は
市

民
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
街
頭
の
警
戒
活
動

や
防
犯
活
動
を
強
化
し
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
は
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
犯
罪
防
止
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
庭
警
察
署

　

囲
碁
サ
ロ
ン
友
の
会
（
勝
山
）
が

新
春
の
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

　

受
付
�
時　

分
〜

��

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

試
合
内
容　

Ａ
、
Ｂ
ク
ラ
ス　

�
局

参
加
費 
一
般
�
、�
�
�
円  
女
性
・

　

学
生
�
、�
�
�
円
（
昼
食
付
）

申
込
締
切　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

申
し
込
み
先　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
内
各
朝
市
が
一
年
の
感
謝
を
込

め
、
と
め
市
を
開
催
し
ま
す
。
正
月

飾
り
や
特
産
品
な
ど
を
お
求
め
く
だ

さ
い
。

�
久
世
軽
ト
ラ
朝
市　
　

月　

日
�

��

��

　

午
前
�
時
〜　

時　

分

��

��

����������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

�����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�������

�������������

支局代表電話番号
（総務振興課）

真庭市の人口

��������	
��
���

����������������

����������������

����������������

�����������	
���������	


年
末
年
始
の
犯
罪
・
事
故

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

M A N IWA ��

　

八
束
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
で

は
、
元
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
長
の

古
好
秀
男
先
生
を
講
師
に
招
い
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

演
題
「
こ
の
ご
ろ
思
う
こ
と
〜
親
で

　

あ
る
た
め
に
〜
」

日
時　
　

月
�
日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

八
束
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先　

八
束
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

事
務
局　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

む
か
し
鹿
田
市

お
越
し
く
だ
さ
い

お飾り作りお飾り作り　 

　お飾り作り同好会が、お飾り作
り講習会を開催します。会場は落
合公民館で午後�時��分から開
催します。（対象は小学生以上）

■参加費　���円（材料費）
■定員��名（定員になり次第締め
　切ります。）
■持参物　はさみとペンチ
■申し込み先　落合公民館
　℡ ������������

昨年、第 ��回大会の様子

　真庭市体育指導委員会が、キンボール大会を開催します。�チーム�～
� 名で参加ください。 体育館シューズと昼食は各自ご用意ください。

部門　一般（中学生以上）･小学生の部
　※一般の部はコート内に女性が必ず�名以上入ること
参加費　�チーム���円
申込締切　��月��日�
申込先　生涯学習課　℡����-��-����

第�回 真庭市親睦キンボール大会

H���／��（ 日 ）
午前��時～

落合白梅総合体育館

講
習
会

講 
習 
会

������������������������

 
年
末
と
め
市

 
お
正
月
用
品
も
用
意

第
�
回
真
庭
市
囲
碁
大
会

親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う

八
束
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
講
演
会

保
護
者
の
方
へ
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勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し

た　

月
の
催
し
を
ご
案
内
し
ま
す
。

��
今
年
�
年
の
締
め
く
く
り
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

�
桂
歌
丸
・
三
遊
亭
楽
太
郎
二
人
会

日
時　
　

月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

��

入
場
料  
�
、�
�
�
円（
全
席
自
由
）

�
人
権
教
育
講
演
会
（
勝
山
会
場
）

日
時　
　

月　

日
�　

午
後
�
時　

��

��

��

　

分
〜　

入
場
無
料　

問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
文
化
セ
ン
タ

　

ー　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　
　

月
の
市
税
、
上
下
水
道
料
金
、

��
介
護
保
険
料
な
ど
の
納
期
限
は
、　

��

日
�
で
す
。
年
末
を
迎
え
納
期
限
が

早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
も　

日
に
引
き
落

��

と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�
国
際
青
少
年
研
修
協
会
が
冬
期

海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
海
外
で
の
生
活
習
慣
や
文
化

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
語
学
研
修

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど

派
遣
先　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ

　

ナ
ダ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

対
象　

高
校
�
年
〜
社
会
人

参
加
費　
　

万
�
千
円
〜　

万
円

��

��

申
込
期
限　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

�
国
際
青
少
年
研

　

修
協
会　

℡
�
�（
�
�
�
�
）�

　

�
�
�

　
　

月　

日
�
に
神
庭
の
滝
駅
伝
競

��

��

走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
午
前　
��

時
と　

時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
選

��

手
へ
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

月
に
湯
原
温
泉
砂
湯
で
行
わ
れ

��
る
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

�
ゆ
ず
湯
（
冬
至
を
ゆ
ず
湯
で
も
て

　

な
し
ま
す
）　
　

月　

日
�

��

��

�
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル　

砂
湯

ｉｎ

期
間　
　

月　

日
�
〜　

日
�

��

��

��

点
灯
時
間　

午
後
�
時　

分
〜
午
後

��

　
　

時
��

�問
 
　

湯
原
観
光
協
会　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
も
ち
つ
き
大
会

日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

��

�問
 
　

湯
原
町
旅
館
協
同
組
合

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

勝
山
文
化
往
来
館
ひ
し
お
で
プ

レ
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
開
館
時
間
は

午
前　

時
〜
午
後
�
時（
水
曜
休
館
）

��

�
プ
レ
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
夕
べ
」〜
ブ
ク

　

ス
テ
フ
ー
デ
か
ら
バ
ッ
ハ
へ
〜

日
時　
　

月
�
日
�　

午
後
�
時　

分
〜

��

��

入
場
料　

�
�
�
�
円

�
勝
山
高
等
学
校
美
術
部
・
書
道
部

　

合
同
作
品
展
（
入
場
無
料
）

期
間　
　

月　

日
�
〜　

日
�

��

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

ひ
し
お
事
務
局

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■北房新春ふれあいマラソン大会
�/��　コスモスドーム集合
受付�：��～　スタート�：��（順次）
コース　小学生�年生以下���㌔、
小学生�年～�年生�㌔、中学生以
上�、�、��㌔選択
一般���円　高校生以下���円
事前申し込みが必要��/��まで
申し込み先　北房支局総務振興課
　℡����-��-����

■勝山元旦に走る会
�/�（元旦）　勝山小学校集合
受付�：��～　スタート�：��
コース　�、�、�㌔選択
当日申し込み　�問 　勝山文化セン
ター　℡����-��-����

■富原新春マラソン
�/��　富原小学校集合
受付�：��～　スタート��：��
当日申し込み　�問 　勝山文化セン
ター　℡����-��-����

■久世新春ロードレース
�/���　久世公民館集合
受付�：��～   スタート��：��（順次）
コース　小学生�㌔、中学生以上
�、�、�㌔選択　当日申し込み
�問 　久世支局総務振興課
　℡����-��-����

■中和新春ジョギング大会
�/�（元旦）　中和支局集合
受付��：��～　スタート��：��
当日申し込み

■天津地区新春マラソン大会
�/�（元旦）　天津小学校集合
受付��：��～　スタート��：��　
当日申し込み　

■津田地区新春マラソン大会
�/�（元旦）　津田小学校集合
受付�：��～　スタート��：��
当日申し込み　
※自主団体の大会は問い合わせは
ありません。当日集合してくだ
さい。

絵 手 紙教室

 新春を駆け抜けよう

走り 初め

■日時　��月��日� 午後�時～
■場所　津黒いきものふれあいの里
■参加費　���円（材料費）

　市内で行われる新春マラソンな
どを紹介します。

小谷光輝さんの作品（中和小��年）

　四季折々の感動を描く「絵手紙」。今年�年間の出来事を振り返り、
講師の先生と一緒に絵手紙を作ってみませんか。定員は先着��名。

■申込期限　��月��日�
■申込先　ささゆり館
　℡����ー��ー����

    手作りの
    素敵な年賀状が
    つくれます

市
税
・
上
下
水
道
・
介
護
保
険
料

今
月
は�

日
が
納
期
限
で
す

��

冬
期
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大
会

応
援
お
願
い
し
ま
す

勝
山
文
化
往
来
館「
ひ
し
お
」

�
�
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
作
品
展

��

湯
原
温
泉 
露
天
風
呂
砂
湯

��

月
は
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

��

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

お
越
し
く
だ
さ
い



措
置
で
一
般
世
帯
と
な
っ
た　

歳
以

��

上
の
住
民
税
非
課
税
の
方

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
（
℡
�
�

　

�
�（　

）�
�
�
�
）
ま
た
は
各

��

　

支
局
市
民
福
祉
課

　

津
山
児
童
相
談
所
が
巡
回
相
談
を

開
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

��

　

午
後
�
時

場
所　

落
合
公
民
館

内
容　
　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関

��

　

す
る
こ
と
、
知
的
障
害
者
の
福
祉

　

に
関
す
る
こ
と

　

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
健
康
推
進

　

課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
成
人
式
は
、
平
成　

年
�

��

月
�
日
�
に
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

平
成　

年
�
月
�
日
現

��

　

在
、　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子

��

��

受
付
締
切　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

試
験
日　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山

　

出
張
所　

℡
�
�
�
�（　

）�
�

��

　

�
�

　

年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県

民
運
動
が
平
成　

年　

月
�
日
�
〜

��

��

平
成　

年
�
月
�
日
�
に
わ
た
り
実

��

施
さ
れ
ま
す
。
何
か
と
慌
た
だ
し
い

時
期
で
す
が
、
ゆ
と
り
と
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
交
通
安
全

に
心
が
け
、
年
末
年
始
を
無
事
故
で

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

真
庭
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

休日急患担当医

開
催
し
ま
す
。
成
人
者
の
方
で
、
ま

だ
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

至
急
は
が
き
を
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

お
か
や
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
若
年
無
業
者
や

引
き
こ
も
り
な
ど
の
働
い
て
い
な
い

若
者
（　

歳
〜 
概 
ね　

歳
）
や
、
そ

お
お
む

��

��

の
保
護
者
を
対
象
に
職
業
的
自
立
を

支
援
す
る
た
め
の
相
談
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間
（
要
事
前
予
約
）

　

火
〜
金　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

　

土
・
日　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

　

（
祝
日
を
除
く
）

相
談
先　

お
か
や
ま
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
岡
山
市
南

方
�
ー　

―
�　

き
ら
め
き
プ
ラ

��

ザ
�
階
）
℡
�
�
�
（
�
�
�
）

�
�
�
�

��������	


　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
が　

月

��

��

　

日
を
基
準
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

��こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
統
計
調
査

で
す
。
本
年　

月
下
旬
か
ら
来
年
�

��

月
中
旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が
調
査

票
の
配
布
と
受
け
取
り
に
伺
い
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
杜
市
づ
く
り
推
進
課

　

（
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）ま

��

　

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

入
院
時
の
食
事
負
担
や
療
養
病
床

に
入
院
さ
れ
る
場
合
の
食
費
や
居
住

費
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

①
真
庭
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
ま
た
は
真
庭
市
老
人
保
健

医
療
受
給
者　

②
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方　

③
税
制
改
正
に
よ
る
経
過

�����
��������	

������
���������
���������
�������

M A N IWA ��

年末年始の
��／��～�／�は閉庁

　市役所一般業務は年末年始の期

間、休業させていただきます。住

民票、戸籍謄本、印鑑登録証明書、

所得証明書などの手続きは、お早

めに済ませてください。

市役所窓口

入
院
時
食
事
減
額
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成�

年
工
業
統
計
調
査

��

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

津
山
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

子
ど
も
の
相
談
受
け
付
け
ま
す

真
庭
市
成
人
式

平
成�

年
�
月
�
日
に
開
催

��

 
お
か
や
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ご
相
談
く
だ
さ
い

自
衛
隊
生
徒（
陸
・
海
・
空
）

募
集
し
て
い
ま
す

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

 
気
を
つ
け
て
無
事
故
で
過
ご
そ
う
年
末
年
始

����

�河本病院・落合�
����������	�	
�谷田医院（外）・八束
�������������

�������

�湯原温泉病院・湯原�
�������������
�本山医院（内）・落合
���������	��	

�������

�金田病院・落合�
���������		
	
�宮島医院（内）・勝山
������������	

������

�近藤病院・勝山
������������	�
�杉山医院（内）・久世
���������	�
�
�廣恵医院（内）・北房
������������	

������

�落合病院・落合
���������		


�米田医院（内）・勝山
����������	
�

������

�勝山病院・勝山�
����������	�	
�松坂医院（内）・久世
���������		��
�さくもとクリニック（外）・北房
�����������		

�������

�中山病院・久世�
����������	�

�片岡医院（内）・湯原
����������	��
�さとう医院（外）・北房
�������������

���������

�湯原温泉病院・湯原�
�������������
�イケヤ医院（内）・久世
����������	��
�牧原医院（外）・北房
������������	



�� MANIWA

　
　

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
�
月
�
日
現
在
で
、
選
挙

資
格
の
あ
る
方
の
申
請
に
基
づ
い
て

作
成
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
の
提
出

が
な
い
と
選
挙
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
期
限
は
�
月　

日
�
で
す
の

��

で
、
各
地
区
の
農
業
連
絡
員
さ
ん
を

通
し
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
資
格
を
有
す
る
方
の
条
件

（
次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
、真
庭

��

市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
年
齢
が
満　

歳
以
上（
平
成　

年

��

��

�
月　

日
現
在
）の
方

��

③　
 
㌃（
一
反
）以
上
の
農
地
に
つ
き

��耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、も
し
く

は
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶

者
で
、年
間
概
ね　

日
以
上
耕
作

��

に
従
事
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
農
業
委
員

　

会   
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

海
技
免
状
お
よ
び
操
縦
免
許
証
は

そ
の
種
類
を
問
わ
ず
、
�
年
ご
と
に

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
更
新
期

間
内
に
手
続
き
を
行
わ
な
い
場
合
、

海
技
免
状
・
操
縦
免
許
証
は
失
効
し
、

失
効
再
交
付
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
更
新
・
失
効
再
交
付
手
続
き

の
対
象
者
ま
た
は
海
事
代
理
士
は
、

最
寄
の
運
輸
局
お
よ
び
海
事
事
務
所

窓
口
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

中
国
運
輸
局

　

全
国
の
臓
器
移
植
希
望
者
（
眼
球

を
除
く
）
約
�
万
�
千
人
に
対
し
、

平
成　

年
度
に
移
植
を
受
け
ら
れ
た

��

方
は
�
�
�
人
と
極
め
て
少
な
い
状

態
で
す
。
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
は

意
思
表
示
カ
ー
ド
書
面
に
表
示
さ
れ

た
本
人
の
生
前
の
意
思
表
示
と
家
族

の
承
諾
の
両
方
が
必
要
で
す
。
臓
器

提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
に
自
分
の
意

思
を
記
入
し
、
常
時
携
帯
し
ま
し
ょ

う
。臓
器
移
植
は
、皆
さ
ん
の
善
意
に

よ
る
臓
器
の
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
つ
医
療
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

�
岡
山
県
臓
器
バ
ン
ク

　

津
山
信
用
金
庫
か
ら
、
創
立　

周
��

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
規
格

救
急
車
�
台
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

救
急
車
は
、
真
庭
消
防
本
部
本
署
に

配
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
（
建
退

共
制
度
）
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方

を
対
象
と
し
た
退
職
金
制
度
で
す
。

掛
け
金
（
日
額
�
�
�
円
）
は
、
事

業
主
が
現
場
労
働
者
の
労
働
日
数
に

応
じ
て
共
済
証
紙
で
納
め
、
掛
け
金

の
一
部
は
国
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

現
場
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
場
合
に
退
職
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、建
退
共
岡
山
支
部（
℡

　

�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�
）ま

　

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

���������
���������

���������
��������������
価格はすべて税込です�����������

●早川太鼓エスパスの陣����～回帰への誘惑
　平成��年��月��日（日）開演��：��　エスパスホール
　全席自由　一般�����円　高校生以下�����円
　出演：早川太鼓／エスパス和太鼓クラブ／美甘宿
場太鼓（ゲスト）　曲目：狂爽譜／ＭＵ－ＤＡＩ／他

●クリスマス・ミュージックフェスタ（��バンド出演）
　平成��年��月��日（日）　開演��：��　全席自由
　エスパスホール  入場料���円 

●久世エスパス第九演奏会
　平成��年��月��日（日）開演��：��　エスパスホール
　全席自由　一般�����円／高校生以下�����円
　出演：奥野純子（ソプラノ）／大橋倫子（アルト）／
津上崇（テノール）／野口貴史（バス）／久世エスパ
ス第九合唱団／久世エスパス祝祭管弦楽団／中井
章徳（指揮）　曲目：ベートーヴェン：交響曲第�番
ニ短調作品���「合唱」

●新春シネエスパ「涙そうそう」
　平成��年�月�日（水）上映��：��　エスパスホール
　全席自由　前売：一般�����円／高校生以下���円
当日���円増 一般発売：平成��年��月�日（日）��時

●シエナ・クリニック（木管＆金管＆打楽器）
　平成��年�月��日（土）��：��～��：��  エスパス全館
　受講券：一般�����円　高校生以下�����円
　見学券：一般�����円　高校生以下���円
　一般発売：平成��年��月�日（日）��時

●シエナ・アンサンブル（木管＆金管五重奏団）
　平成��年�月��日（日）開演��：��　エスパスホール
　全席自由　一般�����円　高校生以下�����円
　一般発売：平成��年��月�日（日）��時

●ＫＨＫ歌謡祭～出演者募集　   公開録画／入場無料
　平成��年�月��日（日）開演��：��   エスパスホール
　募集組数：��組　参加費：�人���円（ドリンク付き）
　募集期間：平成��年��月�日（金）～平成��年�月��日（月）

●パフォーマンス・バンド「響 =トラベラー」
　平成��年�月�日（金）開演��：��　エスパスホール
　全席自由　一般�����円　高校生以下�����円
　一般発売：平成��年��月�日（日）��時

●パッション・フルート�～吾郷晶子カルテット
　平成��年�月��日（土）開演��：��　エスパスホール
　全席自由　入場料�����円　出演：吾郷晶子（Ｆｌ）
／　妹尾美穂（Ｐ）／岡田圭史（Ｂ）／田川誠一（Ｄ）

　一般発売：平成��年��月�日（日）��時

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
お
忘
れ
な
く

海
技
免
状
お
よ
び
操
縦
免
許
証

更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

ご
理
解
と
ご
協
力
お
ね
が
い
し
ま
す

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
事
業
主
、現
場
労
働
者
の
方
へ
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今
月
の
テ
ー
マ（�

月
号
で
募
集
）

��

�
�
�
�

▼ PN  つぼみ

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。
今月は寄せられたお便り
��通の中からチョイス

▼

 PN ヒナ
タ

　
　

月　

日
、　

日
は
久
世
祭
り
で

��

��

��

賑
わ
い
ま
し
た
。
私
は
久
世
に
嫁
い

で　

年
。
今
だ
に
久
世
祭
り
に
は
、

��
い
ま
少
し 
馴  
染 
め
ま
せ
ん
が
子
ど
も

な 

じ

た
ち
�
人
は
、お
腹
に
い
る
時
か
ら
、

祭
り
の
鐘
の
音
と
と
も
に
育
っ
て
い

ま
す
。
な
の
で
、こ
の
時
ば
か
り
は
、

朝
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
祭
り
に
の

め
り
込
ん
で
い
ま
す
。
長
女
�
歳
、

長
男
�
歳
は
、
だ
ん
じ
り
か
ら
離
れ

ま
せ
ん
が
、
末
娘
の
�
歳
は
、
今
少

し
だ
ん
じ
り
の
迫
力
に
負
け
て
、
遠

目
に
だ
ん
じ
り
を
見
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
我

が
子
�
人
は
、
久
世
祭
り
一
色
に
染

ま
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
オ
イ

ッ
サ
ー
、
オ
イ
ッ
サ
ー
の
掛
け
声
と

と
も
に
。

　

車
を
運
転
し
て
い
て
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
押
し
ボ
タ
ン

式
」
の
信
号
を
押
さ
ず
に
横
断
す
る

人
が
多
い
こ
と
で
す
。
幼
稚
園
や
小

学
校
で
（
特
に
遷
喬
小
学
校
近
く
に

は
、
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
が
あ
り
ま

す
の
で
）
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
歩
行

者
用
信
号
が
青
に
な
っ
た
ら
左
右
を

確
認
し
て
渡
る
、
と
い
う
事
を
教
え

る
の
に
。
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た

お
母
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
を
連
れ
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
車

の
切
れ
目
を
渡
る
の
で
は
な
く
、
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
の
あ
る
所
で
は
き

ち
ん
と
押
す
事
。
歩
行
者
信
号
が
青

に
な
っ
た
ら
横
断
す
る
事
。
大
人
が

手
本
を
示
さ
な
い
と
交
通
ル
ー
ル
を

守
れ
な
い
子
ど
も
が
育
っ
て
い
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
身
近
な
交
通
ル
ー
ル

か
ら
、
ぜ
ひ
、
守
っ
て
い
く
こ
と
を

教
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
ま
ず
私

た
ち
大
人
が
守
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

・
お
父
さ
ん
の
名
（
九
太
郎
）

・
ぼ
く
（
も
り
お
）

・
ぼ
く

　

お
父
さ
ん
、真
庭
市
は
な
ん
で「
杜

　

の
都
」
と
言
う
の
？

・
お
父
さ
ん

　

「 
杜 
」と
い
う
字
を
良
く
見
れ
ば
分

も
り

か
る
だ
ろ
。「
木
」
と
「
土
」
で
で

き
て
い
る
で
し
ょ
。
真
庭
市
は
、

山
が
多
く
て
木
が
い
っ
ぱ
い
だ

ろ
。
土
は
、
岡
山
県
で
面
積
が
広

く
土
地
が
い
っ
ぱ
い
だ
ろ
。

・
ぼ
く

　

あ
、
そ
う
か
。
な
っ
と
く
。

・
お
父
さ
ん

　

「
杜
の
都
」
い
い
ひ
び
き
だ
ね
。

※「
杜
」の
本
当
の
意
味
で
は
な
い
と

　

思
い
ま
す
が
書
き
ま
し
た
。

　

先
日
老
人
会
で
津
黒
高
原
に
旅
を

し
ま
し
た
。
紅
葉
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
し
た
が
絶
好
の
秋
日
和
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
途
中
神
庭
の
滝
に
よ
っ

て
、
久
し
ぶ
り
に
猿
の
親
子
が
何
組

も
仲
良
く
遊
ん
で
お
り
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
津
黒
高
原
荘

で
は
美
味
し
い
昼
食
を
い
た
だ
き
な

が
ら
温
泉
に
入
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
む
人
も
あ
り
有
意
義
な
一
日
で
し

た
。
私
宅
の
裏
の
畑
に
は
丸
々
と
太

っ
た
狸
の
親
子
が
日
中
も
平
気
で
芋

や
豆
を
食
べ
に
出
て
来
ま
す
。
狸
た

ち
の
冬
支
度
な
の
で
し
ょ
う
。

狸
た
ち
の
冬
支
度

た
ぬ
き

赤
木
和
子
さ
ん（
余
野
下
）津黒高原の紅葉（１１月１７日撮影）

こ
こ
か
ら
は
広
報
ま
に
わ
を
読
ん
で

の
ご
意
見
や
そ
の
ほ
か
の
お
便
り
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

久
世
祭
り杉

井
理
恵
さ
ん（
久
世
）１０月２６日の久世のだんじり喧嘩

交
通
マ
ナ
ー匿

名
希
望（
大
金
屋
）

お
父
さ
ん
と
ぼ
く
の
会
話

　
 
マ
ッ
キ
〜
１（
月
田
）

PN

コ
ン
ト

ご自身の安全のためにも



　子どものころは降るとうれし

くても、大人になるとやっかい

ものにも思える雪。雪にまつわ

るお話を募集します。

　お便りは、今月号で同封した

はがきをご利用ください。お送

りいただく場合は、必ず住所、

氏名、年齢、電話番号を明記し

てください。匿名・ペンネーム

で掲載を希望される場合でも明

記してください。ハガキに注意

事項を掲載しています。

　２月号掲載締め切りは１２月２５

日（月）です。

※「広報まにわ行はがき」をご利

用ください。次回は�月号に

差し込みます。�月号には入

りませんので、今月号のハガ

キをご利用ください。

▲ 川本
典子

�川柳の兼題は「趣味」
�イラストや 絵はがき
�広報まにわへのご意見や

ご感想、また皆さんの身近

な出来事などもお寄せく

ださい。市内で開催された

行事に参加した感想でも

結構です。

�月号の読書の広場
テーマは

「雪」です。

※ P N はペンネームの略です。

�� M A N IWA

お
便
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

　

近
年
、
当
市
内
の
山
野
に
も
猛
繁

殖
し
て
い
る
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
」
を
今
の
内
に
根
絶
し
な
け
れ

ば
植
物
体
系
が
大
変
な
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
市
と
し
て
対
処
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
市
全
体
と
し

て
協
力
が
無
け
れ
ば
効
果
が
無
い
と

思
い
ま
す
の
で
。

　

外
来
種
で
あ
る
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
は
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
キ
ク

科
の
多
年
草
で
河
川
敷
や
放
棄
水
田

な
ど
に
群
生
し
ま
す
。
根
か
ら
周
囲

の
植
物
の
発
芽
を
抑
え
る
成
分
を
出

し
て
初
め
は
急
激
に
群
生
し
ま
す

が
、
数
年
で
自
ら
が
出
す
成
分
に
や

ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
急
速
に
繁
殖

が
衰
え
る
よ
う
で
す
。
根
が
乾
燥
に

弱
い
た
め
休
耕
田
で
は
耕
す
こ
と
、

ま
た
引
き
抜
く
こ
と
が
効
果
的
で

す
。
法
律
で
規
制
さ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
全
国
の
事
例
を
み
る
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
駆
除
を
行
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
よ
う
で
す
。
主
に
休
耕
田

な
ど
で
の
群
生
が
見
ら
れ
ま
す
が
希

少
植
物
が
植
生
し
て
い
る
場
所
で
確

認
さ
れ
る
場
合
は
、
駆
除
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

環
境
課

　

今
年
は
霜
の
降
下
も
遅
く
、
遅
蒔

き
の
コ
ス
モ
ス
が　

月
に
な
っ
て
も

��

見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。　

月
�
日

��

に
は
、
私
た
ち 
樽  
見 
・ 
横  
内 
老
人
ク

た
る 

み 

よ
こ 

う
ち

ラ
ブ　

数
人
が
コ
ス
モ
ス
の
花
見
会

��

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
々

と
し
た
タ
ル
ミ
台
地
に
咲
く
色
と
り

ど
り
の
コ
ス
モ
ス
が
私
た
ち
を
待
っ

て
く
れ
て
い
た
よ
う
で
、
青
空
の
下

で
高
原
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸

い
話
に
も
花
が
咲
き
、
時
が
経
つ
の

も
忘
れ
て
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
健
康
で
い
ま
し
ょ

う
。
元
気
で
い
れ
ば
人
生
色
々
あ
る

け
れ
ど
楽
し
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
よ
。

�月号に向けて

「あなたの年賀状」
を募集しています。
年始のあいさつ年賀状。イラスト、写真
など、皆さんもさまざまな趣向を凝らし
て準備を始めるころ。我が家の年賀状、
広報まにわ上で紹介してみませんか。文
での紹介は���字程度。ハガキの場合は
そのまま掲載します。

▼ PN  ラムネ

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

福
島
源
太
郎
さ
ん（
鍋
屋
）

耕作放棄地や空き地でよく見られます

遅蒔きのコスモスでお花見会

遅
蒔
き
の
コ
ス
モ
ス

お
そ 

ま

　
 
樽
横
老
人
会
Ｋ（
下
中
津
井
）

PN
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期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
終
戦

直
後
で
あ
り
、
校
舎
建
設
に
生
徒
や

先
生
が
夏
休
み
返
上
で
当
た
り
ま
し

た
。
翌
年
の
学
生
制
度
改
革
の
影
響

で
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
方
の
尽
力
で
乗

り
越
え
ま
し
た
。
産
業
教
育
の
拠
点

校
と
し
て
伝
統
と
技
術
を
守
り
引
き

継
い
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

１
日
と
て
も
楽
し
く
踊
れ
ま
し
た

谷
口
明
美
さ
ん
・
永
井
鮎
美
さ
ん

勝
山
中
学
校
３
年
生

　
　

人
の
同
級
生
た
ち
と
勝
山
も
み

��
じ
ま
つ
り
の
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
連
を
結
成
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

踊
り
の
練
習
は
選
択
と
い
う
授
業
の

中
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
ア
」
と

「
エ
」の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
練
習
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
一
回

だ
け
で
し
た
。
受
験
勉
強
の
合
間
の

参
加
で
し
た
が
、
頑
張
り
ま
し
た
。

今
日
は
一
日
と
て
も
楽
し
く
踊
れ
ま

し
た
。

風
雪
に
耐
え
て
大
き
く
な
れ

原
田　

稔
さ
ん
・
佐
公
子
さ
ん

（
古
見
）

　

植
樹
の
催
し
が
行
わ
れ
る
度
に
、

夫
婦
二
人
で
出
か
け
、植
え
た
木
は
、

毎
年
、
様
子
を
見
に
い
く
よ
う
に
も

し
て
い
ま
す
。
杜
の
都
の
植
樹
祭
で

は
、
山
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
植
樹

場
所
が
指
定
さ
れ
て
い
た
ヒ
ノ
キ
を

植
え
ま
し
た
。
ヒ
ノ
キ
に
は
、
風
雪

に
耐
え
て
、
力
強
く
た
く
ま
し
く
青

空
に
向
か
っ
て
育
っ
て
欲
し
い
と
願

い
を
込
め
ま
し
た
。

お
天
気
も
良
く
て
盛
大
で
し
た

金
�
恭
子
さ
ん
・
里
歩
さ
ん
・
巧
樹
く
ん

（
落
合
垂
水
）

　

気
軽
に
来
ら
れ
る
落
合
夢
ま
つ
り

で
、
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

も
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
楽
し
め
る
催

し
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
一
番
楽
し
め
ま
し

た
。
お 
餅 
投
げ
も
良
か
っ
た
よ
う
で

も
ち

す
。
お
天
気
が
良
く
て
盛
大
に
開
催

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

久
世
高
の
伝
統
と
技
術
守
り
引
き
継

い
で
く
だ
さ
い　
　

谷
岡
隆
志
さ
ん

久
世
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

　

昭
和　

年
、
前
進
の
学
校
に
第
�

��

「湯原いきいきまつりの一コマ」

いきいきと暮らすには健康維持

が大切。ステージ上の講師の動

きを真似て手の運動中。

（11/3撮影、湯原支局提供）

　勝山地区市街地の旭川西岸、国道

���号線沿いに勝山図書館に並んで、

勝山小学校はあります。現在の全校児

童数は���人。校舎は昭和��年落成の

鉄筋コンクリート�階建て。校庭の恐

竜型大型遊具が目立ちます。学校の教

育目標は“心豊かでたくましく生きる

勝山の子”。老人ホームを訪問しての交

流や、あいさつ運動を積極的に進めて

います。

おいさー ！ だんじりごっこをして遊ぶ児童

������本郷����

▲ PN ナ
ウティカ

▼ PN enjoy chan
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選：川柳ゆばら　由井けんじさん
��������	
�����「売る」

　

「
も
っ
た
い
な
い
！
」
子
ど
も
の
頃
に
よ
く

聞
か
さ
れ
た�
も
の
を
大
切
に
す
る
�言
葉
。

　

今
は
死
語
？
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
』
の
お
か
げ

で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
立
派
な
言
葉
に
育

っ
て
い
ま
す
。 

楽
し
み
な
が
ら
、
も
の
を

大
切
に
す
る
心
が
育
つ
絵
本
で
す
。

も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん

真
珠 
ま
り
こ 
著

蔵書数は約�����冊。図書カードを作れば�冊（�週間）まで

借りることができます。また、岡山県立図書館所蔵の本（約

���冊）も�ヶ月に�度更新され、貸し出しを行っています。

��������	

���
〒���-����
真庭市美甘����
開館時間　�：��～��：��
休館日　年末年始

本の紹介

 
惚 
け
防
止
今
日
も
近
所
で
油
売
り　
　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

ぼ売
り
時
を
過
ぎ
て
い
つ
し
か
老
い
の
坂　
　
　

中
川
信
子　
　

蒜
山
上
長
田

観
光
地
土
産
売
り
場
で
聞
く 
訛 
り　
　
　
　
　

山
根
ひ
さ
恵　

大
庭

な
ま

押
し
売
り
も
し
っ
ぽ
巻
い
た
か
妻
の
口　
　
　

大
戸
清
美　
　

高
屋

売
ら
れ
ゆ
く
朝
の
仔
牛
の
重
い
足　
　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

井
戸
端
が
過
ぎ
て
特
売
買
い
そ
び
れ　
　
　
　

河
島
貞
子　
　

勝
山

人
さ
そ
う
な
が
す
演
歌
の
魚
売
り　
　
　
　
　

山
中
清
子　
　

蒜
山
下
和

売
り
尽
く
し
チ
ラ
シ
で
老
舗
店
閉
ざ
す　
　
　

入
江
光
水　
　

目
木 

売
り
た
い
が
先
祖
が
見
て
る
土
地
活
用　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

売
る
積
も
り
な
い
が
田
ん
ぼ
の
値
を
は
じ
き　

川 
� 
澄
夫　
　

開
田

安
売
り
へ
ガ
ソ
リ
ン
代
は
計
算
外　
　
　
　
　

狩
谷
博
子　
　

社 

百
均
で
売
る
に
は
惜
し
い
野
菜
た
ち　
　
　
　

佐
藤 
巷  
江 　
　

蒜
山
上
長
田 

さ
と 

え

売
る
家
も
知
恵
も
な
い
の
か
三
代
目　
　
　
　

山 
� 
雅
子　
　

一
色

押
し
売
り
も
見
放
し
た
ら
し
老
二
人　
　
　
　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

鉢
巻
の
格
好
良
さ
が
売
る
構
え　
　
　
　
　
　

樋
口
春
鶴　
　

鉄
山

田
が
売
れ
る
話
農
協
飛
ん
で
く
る　
　
　
　
　

妹
尾
重
美　
　

下
河
内

売
り
上
げ
を
気
に
せ
ぬ
店
に
集
う
顔　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

真庭市栄養改善協議会の提供です

・たけのこ　���ｇ（せん切り）
・にんじん　��ｇ（せん切り）
・しょうが　親指大の半分（みじん切り）
・スキムミルク　大さじ�
・かつおパック　�パック（�ｇ）
・白ごま　大さじ�（すりごまにする）

　　・酒　・みりん　・濃口しょうゆ
　　・ごま油　それぞれ大さじ�

たけのこのきんぴら(スキムミルク入り）

　生活の知恵を生かし、塩漬けにして保
存させておいたたけのこを使ったきんぴ
らです。他の野菜でもおいしくできます。

今月のレシピ
提供は

美甘英子 さん
（中和支部）

�材料  （４人分）

エネルギー　���ｋｃａｌ　
たんぱく質　���ｇ　脂質　���ｇ
カルシウム　���㎎　塩分　���ｇ

�たけのこの保存方法
①皮をむき、生のまま縦�～�分割にして塩
の中に漬ける。
②水があがって�～�日後、ざるに広げて風
通しのよいところで乾燥させる。
③�～�日程乾燥させ、ビニール袋などに入
れて常温で保存する。
④使用するときは、沸騰したお湯に入れて��

分ほど 茹 で、水を�～�回変えながら塩抜
ゆ

きをする。

�作り方
①鍋にごま油を熱してしょうが、たけのこ、　
にんじんの順に炒め、Ａで味をつける。
②かつお節を加えて、水分がなくなるまで　
炒め煮にする。
③仕上げにスキムミルクを振り入れる。
④器に盛って、上にすりごまをふりかける。

A

〈
軸
吟
〉
時
と
い
う
宝
を
売
っ
て
得
る
給
料　

け
ん
じ　
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■文部科学省杯第２回小中学生将棋団体戦

　　　　　全国大会出場　

　　　　　�/��　東京都

　　　　　西田匡希さん（田原山上）

　　　　　上田小学校�年

■平成１８年度全国高校総合体育大会出場

　　　　　○ハンドボール　

　　　　　�/�～�　大阪府堺市ほか

　　　　　吉田亜由さん（福田）

　　　　　玉野光南高校２年

　　　　　○陸上競技大会　���㍍

　　　　　�/�～�　大阪府大阪市

　　　　　大柳拓也さん（上水田）

　　　　　おかやま山陽高校２年

■第６１回国民体育大会（のじぎく兵庫国体出場）

　　　　　○ハンドボール成年女子

　　　　　��/�～��　兵庫県三田市

　　　　　池田由美さん（下方）

　　　　　○相撲　成年Ｂ

　　　　　��/�～�　兵庫県南あわじ市

　　　　　宮本朋幸さん（下方）

　

　　　　　○ソフトボール少年男子

　　　　　��/�～��　兵庫県加古川市

　　　　　頭山翔一さん（上中津井）

　　　　　高梁高校３年

■第２２回全日本ゲートボール選手権大会出場

　　　　　　　　　　　��/�～�

　　　　　　　　　　　山梨県笛吹市

　　　　　　　　　　　松本美義さん（上河内）

　　　　　　　　　　　池田　修さん（湯原温泉）

■全日本カラオケグランプリ２００６関西予選会

　　　　　��/��　兵庫県尼崎市　最優秀賞

　　　　　泉　彩世子さん（蒜山上福田）

　　　　　倉敷中央高校３年

　　　　　��/��　決勝大会出場　東京都

■第１９回全国スポーツ・レクレーション祭

「スポレク鳥取����」出場

　　　　　○壮年サッカー

　　　　　��/��～��日　鳥取県鳥取市

　　　　　辻　泰一郎さん（大庭）

○女子ソフトボール

 ��/��～��日　米子市

　　　　筧　敏子さん（吉）

■第４２回全日本学生ハンドボール選手権大会

 ��/��～��　愛知県名古屋市

福島　愛さん（上河内）

大阪体育大学３回生

■第６回全国障害者スポーツ大会出場

　　　　　○フライングディスク競技　

　　　　　��/��～��　兵庫県神戸市

　　　　　松岡敬規さん（蒜山富掛田）

　　　　　・アキュラシー・ディスリート・�　

第�位　・ディスタンス・メンズ・スタンディン

グ　第�位

　　　　　○水泳　肢体不自由者男子�部　

　　　　　��/��～��　兵庫県尼崎市

　　　　　今井佳孝さん（本郷）　

　　　　　・男子��㍍自由形　第�位　

・男子��㍍背泳ぎ　第�位

○陸上競技　��/��～��　

　　　　　兵庫県神戸市

　　　　　原田義雄さん（蒜山下福田）

　　　　　・男子立幅跳び　第�位　

　　　　　・��㍍　第�位

■全国中・高校生歴史サミット出場　優秀賞

��/�、�　滋賀県米原市

　　　　　　　　　　　　　　　勝山高校３年生

　　　　　　　　　　　　　　　歴史サミット

　　　　　　　　　　　　　　　プロジェクトチ

　　　　　　　　　　　　　　　ーム

■全日本卓球選手権大会（マスターズの部）出場

　　　　　女子フォーティ　

　　　　　��/��～��　佐賀県佐賀市

　　　　　金田奈津恵さん（若代）

■全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

　　　　　ハンドボール大会出場　

　　　　　��/��～��　堺市ほか

　　　　　楢本由美さん（西河内）

　　　　　落合中学校３年

■岡山県中学秋季野球大会　��/ �・�   高梁市ほか

優勝　久世中学校野球部

第３位　勝山中学校野球部　

全
国
大
会
出
場
・
県
大
会
上
位
入
賞　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

※このページでは、市内で受賞・出場をされた多数の皆さんの中から、
　全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。掲載には顔写真が必要です。ぜひ、お寄せください。
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■第５６回秋季善行表彰（青少年指導）
　　　　　主催（社）日本善行会
　　　　　宮尾　諭さん（蒜山上福田）

■第３９回岡山県農林漁業功労者表彰
知事表彰　��/��　岡山市
　　　　　○農産部門　
　　　　　�松岡茂貴さん
　　　　　　（古見）
　　　　　○林業部門
　　　　　　　　福島　明さん
　　　　　　　　（山久世）�

　　　　　○団体指導部門　
　　　　　�沼本　一さん（鹿田）

■第２回岡山県農林漁業者奨励賞
��/��　岡山市
　　　　　�舟元正起さん
　　　　　　（蒜山下福田）
　　　　　　　　美甘正平さん
　　　　　　　（蒜山下長田）�

■第８回２１世紀おかやま農林水産業活性化
優良活動団体等表彰　��/��　岡山市　

　　　　　　　　　　　　　　種農産物
　　　　　　　　　　　　　　加工組合
　　　　　　　　　　　　　　ほのぼの会
　　　　　　　　　　　　　　（種）

　岡山久世
　有機の会
　（久世）

■第５３回矢野賞　
　　　　　主催 （財）矢野恒太記念会
　　　　　��/��　東京都
　　　　　丸山昭博さん（蒜山下福田）

■環境おかやま大賞（環境美化推進部門）
・開田コミュニティ推進協議会環境美化部

各
分
野
で
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　生前の功績に対し、次の皆さんが叙勲を受けら
れました。ご報告にかえて故人のご冥福をお祈り
申し上げます。

���������

������さん（種）��歳

　昭和��年に湯原町議会議員に初当選し、�期��年に

わたり自治体行政の発展に尽力。その間、総務委員会

委員長、農林土木委員会委員長を歴任。教育環境整備、

農林産業振興に大きな功績を残されました。

（平成��年��月��日逝去）

���������	
�

�����������さん（神代）　��歳
もと ほ

　昭和��年に美甘小学校教諭に初着任。その後各地の

学校を経て旭町立第五小学校教頭、美甘小学校校長に

就任。平成�年�月に退職するまで、��年にわたり学

校教育の道を歩み、大きな功績を残されました。

（平成��年��月��日逝去）

�����������

�����
元岡山行政監察事務所長

������さん（下中津井）

　昭和��年に行政管理庁

（現総務省）に入庁。以来

��年間にわたり行政管

理、行政監察（行政評価）、

行政相談業務に従事。こ

の間、青森県と長野県の

行政監察事務所長、中国

四国管区行政監察局第二

部長、岡山行政監察事務

所長などの要職を歴任。

平成�年に退職されるま

で、現地視点に立ち、国

の行政上の問題解決と運

営改善に尽力し大きな足

跡を残されました。

�����
元岡山県八束村長

������さん（蒜山上長田）

　昭和��年に八束村役場

に入庁し��年間職員とし

て在籍。その後、八束村

収入役、助役を経て、平

成�年に八束村長に初当

選。以来、真庭市誕生ま

での��年余にわたり村長

として在職されました。

この間、自治体行政に関

する豊富な経験と卓越し

た見識を生かして八束村

全般にわたる振興、真庭

広域連合長も務められ真

庭地域発展に大きく寄与

されました。
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レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
天
然
系
着
色
料
色
素
を
抽
出

し
、
製
造
す
る
工
場
の
進
出
に
合
わ
せ
て
、
昭
和　

年
��

か
ら
旧
落
合
町
内
を
中
心
に
栽
培
が
続
い
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
当
初
か
ら
栽
培
を
続
け
て
お
り
、
約
�
反
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
数
は
今
で
こ
そ　

人
で
す
が
、
最
盛
期
に
は

��

現
在
の
約
�
倍
は
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
栽

培
地
域
も
旧
落
合
町
内
だ
け
で
な
く
隣
接
町
村
に
も
普

及
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
担
い
手
の
高
齢
化
や
、
非

常
に
根
が
弱
い
た
め
湿
田
に
は
向
か
な
い
、
予
防
も

度
々
必
要
、
寒
い
時
期
の
収
穫
が
必
要
な
ど
、
作
り
に

く
い
作
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
生
産
者
が
減
っ
た
理
由

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
葉
の
汁
か
ら
チ
ュ
ー
イ

ン
ガ
ム
な
ど
の
食
用
品
色
素
を
工
場
で
抽
出
す
る
た
め

の
も
の
で
す
か
ら
需
要
と
価
格
は
安
定
し
て
お
り
、
水

稲
の
裏
作
と
し
て
は
有
利
な
作
物
だ
と
思
い
ま
す
。

　

レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
は
、　

月
中
旬
ご
ろ
か
ら
葉
が
巻

��

き
始
め
て
、　

月
下
旬
ご
ろ
か
ら
が
収
穫
期
と
な
り
ま

��

す
。
連
作
は
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
良
い

レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
を
作
る
た
め
に
は
、
除
草
を
良
く
行

っ
て
度
々
耕
運
す
る
こ
と
が
必
要
な
よ
う
で
す
。
わ
た

し
も
収
量
が
増
え
る
よ
う
に
、
毎
年
が
�
年
生
と
い
う

気
持
ち
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。抽出された色素

赤い葉に沈着している色素を弱

酸性水溶液で抽出する。酸性で

は赤～紫赤色、中性では紫～紫

青色、アルカリ性で青緑色とな

る。抽出された他種の色素は製

品としてデザートや氷菓、キャ

ンデーなどの着色料となります。

�������
お話  レッドキャベツ生産組合

組合長  岡本節夫 さん

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
��
��
�
�
�
�

レッドキャベツ（品種：ＲＢ３Ａ）
落合地区では、生産組合員皆さんの手で、約��。����（目
標収穫量）を栽培。 収穫期は��月中旬ごろから�月末ごろま
で。組合の栽培品はＪＡを通して、ほぼすべてが着色料原料と
して市内工場に出荷されています。
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欅 
、 

杉 
、 

栃 
、 

銀
杏 
、 

紅
葉 
の
�
種
の
苗

け
や
き 

す
ぎ 

と
ち
の
き 

い
ち
ょ
う 

も
み
じ

木
で
、総
数
は
�
、�
�
�
本
。
各
班
に
分

か
れ
た
参
加
者
の
手
で
一
本
一
本
、
大
切

に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
が
終
わ
っ
た
後
は
、
会
場
に
据
え

付
け
ら
れ
た
高
さ
約
�
㍍
の
記
念
塔
に
、

す
べ
て
の
参
加
者
が
思
い
を
記
し
た
名
板

を
設
置
。
本
庄
天
狗
太
鼓
の
勇
ま
し
い
太

鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
中
、
用
意
さ
れ
た
温

か
い
き
の
こ
汁
で
、
身
体
を
暖
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
思
い
を
込
め
、
植
樹
を
行
っ

た
会
場
は
、「
真
庭
市
平
成
の
森
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
将
来
は
、
大
樹
や
紅
葉
、

実
の
な
る
樹
木
が
立
ち
並
ぶ
真
庭
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

真
庭
市
と
真
庭
美
し
い
森
林
づ
く
り
の

会
が
主
催
し
、
真
庭
市
誕
生
を
記
念
し
た

「
杜
の
都
の
植
樹
祭
パ
ー
ト
�　
 
元  
樹  
杜 

げ
ん 

き 

も
り

 
森 
も
り
づ
く
り
」
が
、　

月　

日
に
湯
原

も
り

��

��

 
禾  
津 
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
植
樹
祭

い
な 

つ

に
は
、「
皆
さ
ん
の
記
念
の
植
樹
と
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
呼
び
か
け
に
応
募
し
た
市

内
外
か
ら
の
約
�
�
�
人
の
家
族
連
れ
な

ど
が
参
加
。
開
会
行
事
と
し
て
主
催
者
と

来
賓
の
記
念
植
樹
、
岡
山
県
の
県
の
鳥
、

雉
の
放
鳥
、
と
植
樹
方
法
の
説
明
が
行
わ

れ
た
後
、
参
加
者
は
植
樹
場
所
と
な
る
約

�
・
�
㌶ 
の
山
の
斜
面
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
植
樹
さ
れ
た
の
は
、
旧
�
町
村

の
象
徴
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た 
檜 
、 

梅 
、

ひ
の
き 

う
め

���
���
����������
杜の都の植樹祭パート�

杜
もり

約���人が参加して旧�町村の樹の苗木を植えました

①檜（ヒノキ）
②梅（ウメ）
③欅（ケヤキ）
④杉（スギ）
⑤栃（トチノキ）
⑥銀杏（イチョウ）
⑦紅葉（モミジ）

①

② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦



このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

　
　

月　

日
、
真
庭
市
民
音
楽
祭
が
勝
山
文
化
セ

��

��

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
発
足
前

年
か
ら
「
真
庭
市
民
音
楽
祭
」
と
名
称
を
変
え
今

年
で
第
�
回
。
毎
年
「
心
の
こ
も
っ
た
演
奏
で
真

庭
地
域
を
ひ
と
つ
に
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、

コ
ー
ル
ま
に
わ
や
レ
ヴ
ー
ル
な
ど
の
毎
回
参
加
を

続
け
る
市
内
音
楽
団
体
の
ほ
か
、
保
育
園
児
や
小

学
校
児
童
も
出
演
。
年
齢
の
幅
を
広
げ
た　

団
体

��

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
練
習
成
果
を
発
揮
し
演

奏
や
合
唱
を
終
え
た
各
団
体
に
は
、
観
客
席
か
ら

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

音楽を通し市民の輪

息の合った澄んだ歌声を披露するコールまにわの皆さん

久
世
高
創
立�

周
年

��

�学科���人の在校生が出席しました

�������

文
化
の
道
歩
ん
で�
�
年
��

　

岡
山
県
立
久
世
高
等
学
校
創
立　

周
年
記
念

��

式
が　

月
�
日
、
同
高
等
学
校
体
育
館
で
開
か

��

れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
来
賓
、
職
員
、
在
校
生

徒
合
わ
せ
て
約
�
�
�
人
が
出
席
。
前
身
の
久

世
農
林
学
院
（
昭
和　

年
設
置
）
か
ら
岡
山
県

��

立
高
等
学
校
と
な
る
ま
で
。
学
校
形
態
は
各
時

代
の
要
請
を
受
け
変
わ
っ
て
き
た
も
の
の
、
地

域
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
貢
献
し
て
き
た
技

術
拠
点
校
と
し
て
の
伝
統
を
守
り
伝
え
て
欲
し

い
と
各
代
表
者
が
祝
辞
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
敷
地
内
の
記
念
館
で
は
回
顧

展
が
行
わ
れ
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
が
写
真
な
ど
を

懐
か
し
げ
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

落
合
文
化
協
会
設
立　

周
年
記
念
式
典

��

が　

月
�
日
、
落
合
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

��
し
た
。
協
会
は
、
昭
和　

年
に
「
文
化
の
香

��

り
高
い
町
に
し
た
い
」
と
の
願
い
か
ら
有
志

が
呼
び
か
け
発
足
。
現
在
は
会
員
数
が
約
�

�
�
人
、
学
習
は
約　

の
分
野
に
広
が
っ
て

��

い
ま
す
。
式
典
に
は
約
�
�
�
人
が
出
席
。

協
会
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
�
人
の
元
会
長

へ
甲
本
弘
道
会
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
。
協
会

が
寄
贈
を
受
け
た
落
合
出
身
の
書
家
、
二
宮

 
柏  
龍 
氏
の
作
品
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

は
く 

り
ゅ
う

典
後
は
岡
山
県
文
化
連
盟
副
会
長
の 
額  
田 

ぬ
か 

だ

 
桂  
崖 
氏
の
記
念
講
演
「 
方  
谷 
先
生
に
お
も
う
」

け
い 

が
ん 

ほ
う 

こ
く

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こどもたちも元気よく演奏

MANIWA ��
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まちの話題

��／�  色鮮やかな菊���鉢
　県北最大の菊花展とし

て親しまれている「落合大

菊花展」が��月�日から�

日の期間、落合公民館前広

場で開催されました。落合

菊花愛好会の会員が丹精

した黄色や紫の菊���鉢が

並びました。

��／�  初冠雪、冬の到来を告げる
　冠雪が、��月�日に上

蒜山山頂付近で確認され

ました。紅葉シーズンも

終わり、いよいよ師走。

冬本番の到来も間もなく

です。自動車タイヤのか

け替えなどお忘れのあり

ませんように。

��／��  コスモス写真の審査会開催
　北房観光協会主催、コ

スモスフォトコンテスト

審査会が、市役所北房支

局で開催されました。審

査の結果、��点の作品を

選出。作品はコスモスの

里特産品ふれあいセンタ

ーで展示されます。

ブ
ナ
の
森
を
後
世
に

女優、妻、家族を語る

ていねいに土を踏み固める参加者
　
　

月　

日
、
三
平
山 
山  
麓 
（
蒜
山
上

さ
ん 

ろ
く

��

��

徳
山
）
で
ブ
ナ
の
植
樹
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
植
樹
会
は
、
日
本
の
原

生
広
葉
樹
林
の
代
表
で
あ
る
ブ
ナ
の
森

が
蒜
山
地
域
で
は
残
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、「
ブ
ナ
を
守
る
会
」が
、森
づ
く
り

の
呼
び
か
け
を
続
け
今
年
で
�
回
目
。

真
庭
市
が
用
意
し
た
ブ
ナ
の
苗
木
�
�

�
本
を
、
市
内
か
ら
参
加
し
た
家
族
連

れ
な
ど
約　

人
が
約
�
・　
 
㌶ 
の
市
有

��

��

地
に
植
え
ま
し
た
。
第
�
回
を
数
え
る

ブ
ナ
の
植
樹
。
こ
れ
ま
で
で
約
�
�
�

本
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

さっそうと舞台に登場した中村メイコさん

　

女
優
の
中
村
メ
イ
コ
さ
ん
を
招
い
て

　

月
�
日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル
で

��講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会

は
、
久
世
生
涯
学
習
推
進
会
議
が
主
催

し
た
も
の
で
、
メ
イ
コ
さ
ん
は
「
私
の

生
き
方
」
の
演
題
で
講
演
。
�
歳
�
ヶ

月
か
ら
女
優
生
活
が
始
ま
っ
た
メ
イ
コ

さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
家
庭
だ
け
に
専

念
す
る
こ
と
を
願
っ
た
が
、
夫
か
ら
女

優
継
続
を
依
頼
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
披
露
。
会
場
に
集
ま
っ
た
約
�
�

�
人
の
観
客
は
、
来
年
、
金
婚
式
を
迎

え
る
年
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
は
つ
ら
つ

と
し
た
声
で
話
す
メ
イ
コ
さ
ん
の
講
演

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

��／��  ソバと豆腐でにぎわう
　湯原温泉ひまわり館で

今年も新ソバ豆腐まつり

を開催。ソバの早食い競

争には小学生などが出

場。児童たちが勢いよく

ソバをかき込む様子は、

立ち寄った観客の笑いを

誘っていました。

��／��  勝山のいいとこ一堂に
　��月��日 から��日 ま で、

「勝山・いいとこ見つけた

絵画展」が勝山文化セン

ターを会場に開催。日本

画や水彩画など、市内外

から���点の作品が出品

され、期間中展示されま

した。
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手
前
は
、
美
甘
に
あ
る
風
車
と
風
力
発
電

施
設
で
す
。紅
葉
も
深
ま
っ
た
こ
ろ
と
思
い
、

友
人
�
人
と
カ
メ
ラ
を
携
え
市
内
を
車
で
巡

り
ま
し
た
。
美
甘
を
出
発
し
、
蒜
山
の
鬼
女

台
、
湯
原
ダ
ム
湖
畔
、
神
庭
の
滝
、
勝
山
の

美
し
い
森
を
回
り
帰
途
に
着
き
か
け
た
と
き

に
、
美
甘
の
友
人
が
こ
の
場
所
を
思
い
出
し

て
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
丁
度
、
山
々
が

夕
日
に
染
ま
り
大
変
美
し
い
眺
め
で
し
た
の

で
、
翌
日
改
め
て
訪
れ
撮
影
し
直
し
た
の
が

こ
の
写
真
で
す
。
案
内
さ
れ
る
ま
で
全
く
知

ら
な
か
っ
た
場
所
で
す
が
、
美
甘
の
街
が
一

望
で
き
る
景
色
の
良
さ
だ
け
で
な
く
、
近
く

に
は
ベ
ン
チ
も
整
備
さ
れ
て
い
て
、
一
息
つ

く
に
は
恰
好
の
場
所
で
し
た
。
市
内
に
は
こ

う
し
た
場
所
が
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ま
た
巡
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。 �
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

雅
之
さ
ん
談

M A N IWA ��

季

節

を

感

じ

て

「風車 と 夕 日」   平成��年��月�日 撮影
撮影者　古林雅之さん  （豊栄）

編集後記
ままににわわが スキッ !!
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　今回は秋の叙勲に全国大会と多数の方が表彰され

ており、�ページにわたり紹介させていただきまし

た。今後もさらに上を目指し頑張ってください。併

せて取材へのご協力ありがとうございました。 

　

　特集づくりに記事編集。市内行事は目白押し。「大

変ですね」。時々、市民の方からそう言って声をか

けていただきます。笑って返しているつもりですが、

ひきつった笑顔は物語ってしまうようです。でも、

その一言は「ありがたい。頑張らなくては」と思う、

涙が出そうなくらいに今一番嬉しい言葉です。 ◯茂 


